
資
料

　
４

－
１

－
(1

2
)

（
危

機
管

理
防

災
課

、
各

地
域

県
政

総
合

セ
ン

タ
ー

）

現
地

災
害

対
策

本
部

所
管

区
域

構
成

機
関

 
横

須
賀

三
浦

 
現

地
災

害
 
対

策
本

部

 
横

須
賀

市
 
鎌

倉
市

 
逗

子
市

 
三

浦
市

 
葉

山
町

横
須

賀
三

浦
地

域
県

政
総

合
セ

ン
タ

ー
、

横
須

賀
県

税
事

務
所

、
鎌

倉
保

健
福

祉
事

務
所

、
鎌

倉
保

健
福

祉
事

務
所

三
崎

セ
ン

タ
ー

、
水

産
技

術
セ

ン
タ

ー
、

東
部

漁
港

事
務

所
、

横
須

賀
土

木
事

務
所

、
藤

沢
土

木
事

務
所

、
企

業
庁

鎌
倉

水
道

営
業

所
、

教
育

局
湘

南
三

浦
教

育
事

務
所

、
横

須
賀

警
察

署
、

田
浦

警
察

署
、

横
須

賀
南

警
察

署
、

三
崎

警
察

署
、

葉
山

警
察

署
、

逗
子

警
察

署
、

鎌
倉

警
察

署
、

大
船

警
察

署

 
県

央
 
現

地
災

害
 
対

策
本

部

 
相

模
原

市
 
厚

木
市

 
大

和
市

 
海

老
名

市
 
座

間
市

 
綾

瀬
市

 
愛

川
町

 
清

川
村

県
央

地
域

県
政

総
合

セ
ン

タ
ー

、
相

模
原

県
税

事
務

所
、

厚
木

県
税

事
務

所
、

厚
木

保
健

福
祉

事
務

所
、

厚
木

保
健

福
祉

事
務

所
大

和
セ

ン
タ

ー
、

か
な

が
わ

労
働

セ
ン

タ
ー

県
央

支
所

、
厚

木
土

木
事

務
所

、
厚

木
土

木
事

務
所

東
部

セ
ン

タ
ー

、
厚

木
土

木
事

務
所

津
久

井
治

水
セ

ン
タ

ー
、

企
業

庁
相

模
原

水
道

営
業

所
、

企
業

庁
相

模
原

南
水

道
営

業
所

、
企

業
庁

津
久

井
水

道
営

業
所

、
企

業
庁

厚
木

水
道

営
業

所
、

企
業

庁
海

老
名

水
道

営
業

所
、

企
業

庁
大

和
水

道
営

業
所

、
企

業
庁

谷
ケ

原
浄

水
場

、
企

業
庁

相
模

川
水

系
ダ

ム
管

理
事

務
所

、
城

山
ダ

ム
管

理
事

務
所

、
企

業
庁

相
模

川
発

電
管

理
事

務
所

、
企

業
庁

発
電

総
合

制
御

所
、

教
育

局
県

央
教

育
事

務
所

、
厚

木
警

察
署

、
大

和
警

察
署

、
座

間
警

察
署

、
海

老
名

警
察

署
、

相
模

原
警

察
署

、
相

模
原

南
警

察
署

、
相

模
原

北
警

察
署

、
津

久
井

警
察

署

 
湘

南
 
現

地
災

害
 
対

策
本

部

 
平

塚
市

 
藤

沢
市

 
茅

ヶ
崎

市
 
秦

野
市

 
伊

勢
原

市
 
寒

川
町

 
大

磯
町

 
二

宮
町

湘
南

地
域

県
政

総
合

セ
ン

タ
ー

、
平

塚
県

税
事

務
所

、
藤

沢
県

税
事

務
所

、
県

立
ス

ポ
ー

ツ
セ

ン
タ

ー
、

平
塚

保
健

福
祉

事
務

所
、

平
塚

保
健

福
祉

事
務

所
秦

野
セ

ン
タ

ー
、

平
塚

保
健

福
祉

事
務

所
茅

ヶ
崎

支
所

、
衛

生
研

究
所

、
西

部
漁

港
事

務
所

、
か

な
が

わ
労

働
セ

ン
タ

ー
湘

南
支

所
、

平
塚

土
木

事
務

所
、

藤
沢

土
木

事
務

所
、

厚
木

土
木

事
務

所
、

流
域

下
水

道
整

備
事

務
所

、
企

業
庁

藤
沢

水
道

営
業

所
、

企
業

庁
茅

ケ
崎

水
道

営
業

所
、

企
業

庁
平

塚
水

道
営

業
所

、
企

業
庁

厚
木

水
道

営
業

所
、

企
業

庁
寒

川
浄

水
場

、
企

業
庁

水
道

水
質

セ
ン

タ
ー

、
教

育
局

湘
南

三
浦

教
育

事
務

所
、

教
育

局
中

教
育

事
務

所
、

藤
沢

警
察

署
、

藤
沢

北
警

察
署

、
茅

ヶ
崎

警
察

署
、

平
塚

警
察

署
、

大
磯

警
察

署
、

秦
野

警
察

署
、

伊
勢

原
警

察
署

 
県

西
 
現

地
災

害
 
対

策
本

部

 
小

田
原

市
 
南

足
柄

市
 
中

井
町

 
大

井
町

 
松

田
町

 
山

北
町

 
開

成
町

 
箱

根
町

 
真

鶴
町

 
湯

河
原

町

県
西

地
域

県
政

総
合

セ
ン

タ
ー

、
小

田
原

県
税

事
務

所
、

小
田

原
保

健
福

祉
事

務
所

、
小

田
原

保
健

福
祉

事
務

所
足

柄
上

セ
ン

タ
ー

、
西

部
漁

港
事

務
所

、
県

西
土

木
事

務
所

、
県

西
土

木
事

務
所

小
田

原
土

木
セ

ン
タ

ー
、

企
業

庁
酒

匂
川

水
系

ダ
ム

管
理

事
務

所
（

三
保

ダ
ム

管
理

事
務

所
）

、
企

業
庁

平
塚

水
道

営
業

所
、

教
育

局
県

西
教

育
事

務
所

、
小

田
原

警
察

署
、

松
田

警
察

署

現
地

災
害

対
策

本
部

所
管

区
域

及
び

構
成

機
関

資
料

 
４

－
１

－
(1

3
) 

（
危

機
管

理
防

災
課

）
  

災
害

時
に

お
け

る
放

送
要

請
に

関
す

る
協

定
書

 

  （
協

定
の

趣
旨

）
 

第
１

条
 

こ
の

協
定

は
、

災
害

対
策

基
本

法
（

昭
和

3
6
年

法
律

第
2
2
3
号

、
以

下
「

法
」

と
い

う
。

）
第

 
5
7
条

の
規

定
に

基
づ

き
、
神

奈
川

県
知

事
が

日
本

放
送

協
会

横
浜

放
送

局
（

以
下
「

Ｎ
Ｈ

Ｋ
横

浜
放

送
 

局
」

と
い

う
。

）
に

放
送

を
行

な
う

こ
と

を
求

め
る

と
き

の
手

続
き

を
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 
 （

放
送

要
請

）
 

第
２

条
 

神
奈

川
県

知
事

は
、
法

第
5
5
条

の
規

定
に

基
づ

く
通

知
ま

た
は

要
請

に
つ

い
て

、
災

害
の

た
め

、
 

公
衆

電
気

通
信

設
備

、
有

線
電

気
通

信
設

備
も

し
く

は
無

線
設

備
に

よ
り

通
信

で
き

な
い

場
合

、
ま

た
 

は
著

し
く

困
難

な
場

合
に

お
い

て
、

そ
の

通
信

の
た

め
特

別
の

必
要

が
あ

る
と

き
に

、
Ｎ

Ｈ
Ｋ

横
浜

放
 

送
局

に
対

し
放

送
を

行
な

う
こ

と
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
 （

要
請

の
手

続
き

）
 

第
３

条
 

神
奈

川
県

知
事

は
、

Ｎ
Ｈ

Ｋ
横

浜
放

送
局

に
対

し
次

に
掲

げ
る

事
項

を
明

ら
か

に
し

て
要

請
す

 
る

も
の

と
す

る
。

 
 

(
1
)
 
放

送
要

請
の

理
由

 
 

(
2
)
 
放

送
事

項
 

 
(
3
)
 
希

望
す

る
放

送
日

時
お

よ
び

送
信

系
統

 
 

(
4
)
 
そ

の
他

必
要

な
事

項
 

 （
放

送
の

実
施

）
 

第
４

条
 

Ｎ
Ｈ

Ｋ
横

浜
放

送
局

は
、

神
奈

川
県

知
事

か
ら

要
請

を
受

け
た

事
項

に
関

し
て

放
送

の
形

式
、

 
内

容
、

時
刻

お
よ

び
送

信
系

統
を

そ
の

つ
ど

決
定

し
、

放
送

す
る

も
の

と
す

る
。

 
 （

連
絡

責
任

者
）

 
第

５
条

 
第

３
条

に
掲

げ
る

放
送

要
請

に
関

す
る

事
項

の
伝

達
お

よ
び

こ
れ

に
関

す
る

連
絡

の
確

実
、

円
 

滑
を

図
る

た
め

、
神

奈
川

県
環

境
部

防
災

消
防

課
長

お
よ

び
Ｎ

Ｈ
Ｋ

横
浜

放
送

局
放

送
部

長
を

連
絡

責
 

任
者

と
す

る
。

 
 （

雑
則

）
 

第
６

条
 

こ
の

協
定

の
実

施
に

関
し

必
要

な
事

項
は

、
神

奈
川

県
知

事
お

よ
び

Ｎ
Ｈ

Ｋ
横

浜
放

送
局

が
協

 
議

し
て

定
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 第
７

条
 

こ
の

協
定

は
、

昭
和

3
9
年

1
0
月

１
日

か
ら

適
用

す
る

。
 

  
 

こ
の

協
定

の
成

立
を

証
す

る
た

め
、

当
事

者
記

名
押

印
の

う
え

各
１

通
を

保
有

す
る

も
の

と
す

る
。

 
  

 
昭

和
3
9
年

1
0
月

１
日

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

神
奈

川
県

知
事

 
 

内
 

山
 

岩
太

郎
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
日

本
放

送
協

会
 

 
秋

 
山

 
竹

次
郎

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

横
浜

放
送

局
長

 
 （

注
）

県
は

同
様

の
放

送
協

定
を

㈱
Ｒ

Ｆ
ラ

ジ
オ

日
本

、
㈱

テ
レ

ビ
神

奈
川

及
び

横
浜

エ
フ

エ
ム

放
送

㈱
 

 
に

対
し

て
も

そ
れ

ぞ
れ

締
結

し
て

い
る

。
 

 
 

 
 

㈱
Ｒ

Ｆ
ラ

ジ
オ

日
本

 
 

3
9
.
1
0
.
 
8
締

結
 

連
絡

責
任

者
 

報
道

部
長

 
 

 
 

 
㈱

テ
レ

ビ
神

奈
川

 
 

 
 
4
7
.
 
6
.
 
9
締

結
 

連
絡

責
任

者
 

報
道

部
長

 
 

 
 

 
横

浜
エ

フ
エ

ム
放

送
㈱

 
6
1
.
 
4
.
 
1
締

結
 

連
絡

責
任

者
 

報
道

課
長

 

438



資
料

 
４

－
１

－
（
14

） 

（
く
ら

し
安

全
防

災
局

総
務

室
）  

地
震

災
害

時
に

お
け

る
知

事
の

談
話

 

 

神
奈

川
県

民
の

皆
さ
ん

、
私

は
、

県
知
事

の
黒

岩
で

す
。
 

 た
だ

い
ま

、
県

内
で
大

き
な

地
震

が
発
生

い
た

し
ま

し
た
。

 

 県
は

、
地

震
発

生
と

同
時

に
災

害
対

策
本

部
を

設
置

し
、

私
は

本
部

長
と

し
て

、
県

の
総

力
を
あ

げ
て

、
市

町
村
と

一
体

と
な

っ
て
、

応
急

対
策

に
取
り

組
ん

で
お

り
ま

す
。
 

 県
民

の
皆

さ
ん

、
地

震
で

最
も

恐
ろ

し
い

の
は

、
津

波
と

火
災

に
よ

る
被

害
の

拡
大

で
す

。
 

 自
宅

や
海

岸
に

い
て

大
津

波
警

報
や

津
波

警
報

が
発

表
さ

れ
た

場
合

に
は

、
速

や
か

に
高

い
と

こ
ろ

に
避

難
す

る
と

と
も

に
、

警
報

が
解

除
さ

れ
る

ま
で

荷
物

を
取

り
に

戻
っ

た
り

、

様
子
を

見
る

た
め

に
海
岸

へ
近

寄
っ

た
り
す

る
こ

と
が

な
い
よ

う
に

お
願

い
し

ま
す
。

 

 ま
た

、
火

災
を

出
さ
な

い
よ

う
注

意
し
、

速
や

か
に

避
難
し

て
く

だ
さ

い
。
 

 

そ
し

て
、

家
族

や
地

域
で

お
互

い
に

助
け

合
い

、
励

ま
し

合
っ

て
、

冷
静

に
行

動
さ

れ
る

よ
う
お

願
い

い
た

し
ま
す

。
 

 
 県

と
し

て
も

、
そ

の
都

度
、

情
報

を
提

供
し

て
ま

い
り

ま
す

の
で

、
デ

マ
や

流
言

に
惑

わ

さ
れ
な

い
よ

う
お

願
い
い

た
し

ま
す

。
 

資
料

 
４

－
１

－
(1

5
) 

（
危

機
管

理
防

災
課

）
 

 
災

害
時

等
に

お
け

る
報

道
協

力
に

関
す

る
協

定
書

 

  （
趣

旨
）

 
第

１
条

 
こ

の
協

定
は

、
神

奈
川

県
知

事
（

以
下

「
甲

」
と

い
う

。
）

が
、

神
奈

川
県

地
域

防
災

計
画

に
基

づ
き

、
災

害
対

策
本

部
、
地

震
災

害
警

戒
本

部
を

設
置

し
た

場
合

ま
た

は
こ

れ
に

準
じ

る
事

態

が
生

じ
た

場
合

（
以

下
「

災
害

時
等

」
と

い
う

。
）

に
お

い
て

、
神

奈
川

県
が

行
う

災
害

応
急

対
策

ま
た

は
地

震
防

災
応

急
対

策
に

対
す

る
○

○
○

○
（

以
下
「

乙
」
と

い
う

。
）
の

報
道

協
力

に
関

し
、

必
要

な
事

項
を

定
め

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 
 （

報
道

の
要

請
）

 
第

２
条

 
甲

は
、
災

害
時

等
に

各
種

の
混

乱
防

止
と

被
害

の
実

状
周

知
を

図
る

た
め

、
次

の
事

項
に

関

す
る

広
報

を
行

う
に

あ
た

り
、

必
要

な
場

合
に

は
乙

に
対

し
協

力
を

要
請

す
る

も
の

と
す

る
。

 
 

(
１

)
 
 
気

象
、

地
象

、
水

象
に

関
す

る
情

報
 

 
(
２

)
 
 
警

戒
宣

言
及

び
地

震
予

知
情

報
 

 
(
３

)
 
 
警

報
の

発
令

及
び

伝
達

並
び

に
避

難
の

勧
告

ま
た

は
指

示
に

関
す

る
情

報
 

 
(
４

)
 
 
消

防
、

水
防

、
そ

の
他

の
応

急
対

策
に

関
す

る
情

報
 

 
(
５

)
 
 
犯

罪
の

予
防

、
交

通
の

規
制

そ
の

他
災

害
地

に
お

け
る

社
会

秩
序

の
維

持
に

関
す

る
情

報
 

 
(
６

)
 
 
道

路
交

通
の

情
報

 
 

(
７

)
 
 
交

通
機

関
に

関
す

る
情

報
 

 
(
８

)
 
 
電

気
、

ガ
ス

、
水

道
、

電
話

等
の

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

に
関

す
る

情
報

 
 

(
９

)
 
 
医

療
及

び
避

難
に

関
す

る
情

報
 

 
(
1
0
)
 
 
そ

の
他

神
奈

川
県

地
域

防
災

計
画

に
定

め
る

も
の

 
 （

要
請

手
続

き
）

 
第

３
条

 
甲

は
、
前

条
の

要
請

を
す

る
場

合
に

は
、
乙

に
対

し
て

次
に

掲
げ

る
事

項
を

明
ら

か
に

し
て

要
請

す
る

も
の

と
す

る
。

 
 

(
１

)
 
 
報

道
要

請
の

理
由

 
 

(
２

)
 
 
必

要
な

報
道

の
内

容
 

 
(
３

)
 
 
そ

の
他

必
要

な
事

項
 

 （
報

道
の

協
力

）
 

第
４

条
 

乙
は

、
第

２
条

各
号

に
関

す
る

事
項

の
広

報
に

つ
い

て
、
甲

の
協

力
要

請
を

受
け

た
と

き
は

、

 
迅

速
な

報
道

等
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

よ
う

努
め

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

乙
は

、
報

道
等

必
要

な
措

置
を

講
じ

る
際

に
は

、
緊

急
通

行
車

両
等

の
通

行
を

妨
げ

る
こ

と
の

な

い
よ

う
に

配
慮

す
る

も
の

と
す

る
。

 
 （

連
絡

責
任

者
）

 
第

５
条

 
第

３
条

に
掲

げ
る

事
項

の
伝

達
及

び
こ

れ
に

関
す

る
連

絡
を

円
滑

か
つ

確
実

な
も

の
と

す

る
た

め
、

神
奈

川
県

防
災

局
災

害
対

策
課

長
及

び
○

○
○

○
を

連
絡

責
任

者
と

す
る

。
 

 （
適

用
）

 
第

６
条

 
こ

の
協

定
は

、
締

結
の

日
か

ら
適

用
す

る
。
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（
協

議
）

 
第

７
条

 
こ

の
協

定
の

解
釈

に
疑

義
が

生
じ

た
場

合
及

び
こ

の
協

定
に

定
め

の
な

い
事

項
に

つ
い

て

は
、

そ
の

都
度

、
甲

と
乙

が
協

議
す

る
も

の
と

す
る

。
 

  
上

記
の

協
定

締
結

の
証

と
し

て
、

本
協

定
書

２
通

を
作

成
し

、
甲

、
乙

が
記

名
押

印
の

う
え

、
そ

れ

ぞ
れ

１
通

を
保

有
す

る
。

 
  

 
平

成
○

○
年

○
○

月
○

○
日

 
  
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
甲

 
 

神
奈

川
県

知
事

 
 
 

 
 

 
岡

 
崎

 
 

 
洋

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
乙

 
 

○
○

○
○

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
○

○
○

○
○

○
○

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

   
協

定
締

結
先

一
覧

 
  
 

 
 

 
協

定
締

結
先

 
 

 
連

絡
責

任
者

名
 

 
 

 
締

結
年

月
日

 
 

朝
日

新
聞

社
㈱

横
浜

支
局

長
 

 
 

 
 

同
左

 
 
平

成
８

年
1
0
月

１
日

 

㈱
毎

日
新

聞
社

横
浜

支
局

長
 

 
 

 
 

同
左

 
 
平

成
８

年
1
0
月

１
日

 

㈱
読

売
新

聞
社

横
浜

支
局

長
 

 
 

 
 

同
左

 
 
平

成
８

年
1
0
月

１
日

 

㈱
産

業
経

済
新

聞
社

横
浜

総
局

長
 

 
 

 
 

同
左

 
 
平

成
８

年
1
0
月

１
日

 
㈱

中
日

新
聞

東
京

本
社

（
東

京
新

聞
）

横
浜

 

支
局

長
 

 
 
 
 
 
 
同

左
 

 
平

成
８

年
1
0
月

１
日

 

㈱
日

本
経

済
新

聞
社

横
浜

支
局

長
 

 
 

 
 

同
左

 
 
平

成
８

年
1
0
月

１
日

 

㈱
日

刊
工

業
新

聞
社

横
浜

総
局

長
 

 
 

 
 

同
左

 
 
平

成
８

年
1
0
月

１
日

 

㈱
日

本
工

業
新

聞
社

横
浜

総
局

長
 

 
 

 
 
 
同

左
 

 
平

成
８

年
1
0
月

１
日

 

(
社

)
共

同
通

信
社

横
浜

支
局

長
 

 
 

 
 

同
左

 
 
平

成
８

年
1
0
月

１
日

 

㈱
時

事
通

信
社

横
浜

総
局

長
 

 
 

 
 

同
左

 
 
平

成
８

年
1
0
月

１
日

 

日
本

テ
レ

ビ
放

送
網

㈱
取

締
役

社
長

 
報

道
局

社
会

部
長

 
 
平

成
８

年
1
0
月

１
日

 

㈱
東

京
放

送
取

締
役

社
長

 
報

道
局

ﾆ
ｭ
ｰ
ｽ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
社

会
担

当

部
長

 
 
平

成
８

年
1
0
月

１
日

 

㈱
フ

ジ
テ

レ
ビ

ジ
ョ

ン
取

締
役

社
長

 
横

浜
支

局
長

 
 
平

成
８

年
1
0
月

１
日

 

全
国

朝
日

放
送

㈱
取

締
役

社
長

 
報

道
局

報
道

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
社

会
部
長

  
平

成
８

年
1
0
月

１
日

 

㈱
テ

レ
ビ

東
京

取
締

役
社

長
 

報
道

局
ﾆ
ｭ
ｰ
ｽ
報

道
部

長
 

 
平

成
８

年
1
0
月

１
日

 

㈱
ニ

ッ
ポ

ン
放

送
代

表
取

締
役

社
長

 
編

成
局

報
道

部
長

 
 
平

成
1
1
年

1
2
月

2
0
日
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（
時

間
経

過
）

発
災

１
時

間
後

３
～

４
時

間
後

６
～

７
時

間
後

１
２

時
間

後

▼
▼

▼
▼

▼

★
第

１
回

災
害

対
策

本
部

会
議

  
  

  
  

  
  

  
  

　
　

　
　

　
　

　
　

★
第

２
回

災
害

対
策

本
部

会
議

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 ★

災
害

対
策

本
部

会
議

★
職

員
の

非
常

参
集

(設
備

)開
始

★
情

報
収

集
、

整
理

本
格

化
 

★
追

加
応

援
要

請
★

救
出

活
動

調
整

★
災

害
対

策
本

部
設

置
、

推
定

被
害

情
報

収
集

  
　

 ★
県

内
の

応
援

要
請

(消
防

庁
、

警
察

、
自

衛
隊

)

★
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
情

報
収

集
開

始
  

  
  

  
  

  
 ★

応
援

部
隊

の
配

分
検

討
  

  
  

  
  

  
  

　
　

  
　

  
  

  
　

  
  

  
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  
  

  
  

  
  

　
　

 　
  

　
★

医
療

救
護

、
搬

送
活

動
調

整

★
医

療
救

護
本

部
設

置
 　

　
　

  
  

★
物

資
確

保
準

備
  

  
 　

  
 ★

関
係

機
関

へ
応

援
要

請
  

  
  

　
  

★
救

護
班

派
遣

、
後

方
搬

送
準

備

　
　

★
交

通
輸

送
手

段
の

確
保

準
備

△
報

道
機

関
か

ら
の

情
報

提
供

要
請

が
高

ま
る

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 　
★

定
期

的
に

記
者

会
見

 △
臨

時
記

者
室

の
設

置
  

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 　

 

△
広

報
対

策
会

議
の

実
施

  
  

  
  

  
 △

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

よ
る

情
報

提
供

△
掲

示
板

に
よ

り
情

報
提

供
　

 ◎
避

難
所

の
設

置
状

況
 ◎

食
料

、
生

活
必

需
品

の
供

給
状

況
◎

防
疫

活
動

の
状

況

★
「
災

害
時

に
お

け
る

放
送

要
請

に
関

す
る

協
定

」
★

放
送

機
関

に
知

事
談

話
な

ど
の

 ◎
交

通
規

制
及

び
各

輸
送

機
関

の
運

行
状

況
 ◎

応
急

対
策

の
状

況
◇

交
通

規
制

及
び

各
輸

送
機

関
の

運
行

状
況

に
基

づ
き

、
知

事
談

話
の

放
送

を
要

請
　

放
送

を
要

請
 ◎

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

の
状

況
 ◇

避
難

所
の

設
置

状
況

◇
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

状
況

◎
発

生
し

た
地

震
・
津

波
に

関
す

る
情

報
 ◎

医
療

機
関

の
状

況
 ◇

交
通

規
制

及
び

各
輸

送
機

関
の

運
行

状
況

◇
医

療
機

関
の

状
況

◎
余

震
等

、
地

震
の

発
生

に
関

す
る

 ◎
帰

宅
経

路
等

の
情

報
提

供
 ◇

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

の
状

況
◇

食
材

、
生

活
必

需
品

の
供

給
状

況

　
今

後
の

見
通

し
 ◇

被
災

状
況

と
情

報
提

供
 ◇

医
療

機
関

の
状

況

◎
津

波
の

発
生

に
関

す
る

情
報

 ◇
余

震
等

、
地

震
発

生
に

関
す

る
今

後
の

見
通

し 
◇

帰
宅

経
路

等
の

情
報

提
供

◎
余

震
対

策
に

関
す

る
情

報
 ◇

余
震

対
策

に
関

す
る

情
報

◎
被

災
状

況
と

応
急

対
策

の
状

況

◎
避

難
必

要
性

の
有

無

住
民

等
避

難
△

一
部

住
民

の
避

難
開

始
△

延
焼

地
区

の
住

民
避

難
△

延
焼

地
区

、
そ

の
他

周
辺

住
民

の
避

難
継

続
△

対
象

地
域

住
民

の
避

難
完

了

救
護

所
★

救
護

所
開

設
準

備
★

救
護

所
の

一
部

開
設

★
救

護
所

活
動

本
格

化

避
難

所
△

避
難

所
の

開
設

△
避

難
所

名
簿

の
準

備
△

避
難

所
運

営
体

制
の

確
立

△
避

難
所

の
本

格
運

営
開

始

△
避

難
所

内
の

備
蓄

物
資

配
布

開
始

△
備

蓄
物

資
避

難
所

へ
の

到
着

開
始

△
物

資
調

達
本

格
化

△
一

部
給

水
開

始
△

本
格

応
急

給
水

開
始

物
資

調
達

★
協

定
先

へ
の

物
資

調
達

要
請

開
始

△
一

部
資

源
の

到
着

△
物

資
の

本
格

化

備 　 　 　 考

災
害

時
の

災
害

広
報

計
画

推
移

表
（
県

内
最

大
震

度
震

度
６

弱
以

上
観

測
）

資
料

４
－

１
－

(1
6
)

凡
例

　
★

：
判

断
や

実
施

の
時

期
が

特
に

重
要

な
対

応
　

　
　

　
△

：
そ

の
他

の
主

要
な

対
応

　
　

　
　

◎
：
新

た
に

広
報

す
る

情
報

　
　

　
　

◇
：
継

続
し

て
広

報
す

る
情

報

（
知

事
室

、
く
ら

し
安

全
防

災
局

総
務

室
）

県
災

害
対

策
本

部

災
害

広
報

△
住

民
、

自
主

防
災

組
織

等
に

よ
る

　
　

消
火

活
動

開
始

1
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（
時

間
経

過
）

2
4
時

間
後

4
8
時

間
後

7
2
時

間
後

1
週

間
後

▼
▼

▼
▼

★
災

害
対

策
本

部
会

議
  

  
  

  
  

  
　

  
  

  
★

災
害

対
策

本
部

会
議

  
  

  
　

　
　

　
　

　
  

  
  

  
★

災
害

対
策

本
部

会
議

  
  

 　
　

　
　

　
  

  
  

  
 ★

災
害

対
策

本
部

会
議

★
救

出
活

動
調

整
  

  
  

  
  

  
  

  
　

　
　

  
  

 ★
救

出
活

動
調

整
  

  
  

  
　

　
　

　
　

　
　

　
  

  
  

  
 ★

救
出

活
動

調
整

  
  

  
　

　
　

　
　

　
　

  
  

  
  

  
★

生
活

復
旧

の
検

討

★
医

療
救

援
、

搬
送

活
動

調
整

  
  

  
  

  
 ★

医
療

救
援

、
搬

送
活

動
調

整
  

  
　

　
　

  
  

  
 ★

医
療

救
援

、
搬

送
活

動
調

整

★
臨

時
災

害
相

談
窓

口
設

置

◎
相

談
窓

口
の

状
況

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 　

　
　

◇
交

通
規

制
及

び
  

  
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

◇
交

通
規

制
及

び
  

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  
 ◎

融
資

等
金

融
関

連
情

報

  
  

  
各

種
輸

送
機

関
の

運
行

状
況

 
　

　
各

種
輸

送
機

関
の

運
行

状
況

◇
防

疫
活

動
の

状
況

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
◇

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

の
状

況
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 ◇
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

状
況

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
◇

交
通

規
制

及
び

各
種

輸
送

機
関

の
運

行
状

況

◇
交

通
規

制
及

び
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

◇
医

療
機

関
の

状
況

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 ◇

医
療

機
関

の
状

況
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 ◇

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

の
状

況

  
 各

種
輸

送
機

関
の

運
行

状
況

◇
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

状
況

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
◇

食
料

、
生

活
必

需
品

の
供

給
状

況
  

  
  

  
  

 ◇
食

料
、

生
活

必
需

品
の

供
給

状
況

  
  

  
  

 ◇
医

療
機

関
の

状
況

◇
医

療
機

関
の

状
況

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
◇

相
談

窓
口

の
状

況
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 ◇
相

談
窓

口
の

状
況

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
◇

食
料

、
生

活
必

需
品

の
供

給
状

況

◇
食

料
、

生
活

必
需

品
の

供
給

状
況

住
民

等
避

難
△

一
部

住
民

が
域

外
避

難

救
護

所
△

災
害

時
要

援
護

者
向

け
対

応
本

格
化

避
難

所
△

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

避
難

所
支

援
開

始

△
避

難
者

名
簿

作
成

物
資

調
達

△
物

資
の

確
保

本
格

化

備 考県
災

害
対

策
本

部

災
害

広
報

災
害

時
の

災
害

広
報

計
画

推
移

表
（
県

内
最

大
震

度
震

度
６

弱
以

上
観

測
）

凡
例

　
★

：
判

断
や

実
施

の
時

期
が

特
に

重
要

な
対

応
　

　
　

　
△

：
そ

の
他

の
主

要
な

対
応

　
　

　
　

◎
：
新

た
に

広
報

す
る

情
報

　
　

　
　

◇
：
継

続
し

て
広

報
す

る
情

報

2
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資
料

 
４

－
１

－
(1

7
) 

（
危

機
管

理
防

災
課

）
 

 
災

害
対

策
基

本
法

に
基

づ
く

警
察

通
信

設
備

の
優

先
利

用
等

に
関

す
る

協
定

 

   
災

害
対

策
基

本
法

（
以

下
「

法
」

と
い

う
。

）
第

5
7
条

に
規

定
す

る
通

信
設

備
の

優
先

利
用

等
に

関
し

て
神

奈
川

県
警

察
本

部
長

曽
我

力
三
（

以
下

「
甲

」
と

い
う

。
）
と

神
奈

川
県

知
事

内
山

岩
太

郎
（

以
下

「
乙

」
と

い
う

。
）

と
の

間
に

次
の

と
お

り
協

定
す

る
。

 
 

な
お

、
同

法
第

7
9
条

の
規

定
に

基
づ

く
警

察
通

信
設

備
の

優
先

使
用

に
関

す
る

事
務

の
取

扱

い
に

つ
い

て
も

本
協

定
を

準
用

す
る

。
 

 （
範

 
 

囲
）

 
第

１
 

乙
が

、
法

第
5
7
条

の
規

定
に

基
づ

き
、
警

察
が

専
用

す
る

公
衆

電
気

通
信

設
備

を
優

先

的
に

利
用

し
、
ま

た
は

警
察

の
有

線
電

気
通

信
設

備
も

し
く

は
無

線
設

備
を

使
用
（

以
下
「

警

察
通

信
設

備
の

利
用

又
は

使
用

」
と

い
う

。
）
す

る
こ

と
が

で
き

る
範

囲
は

次
の

と
お

り
と

す
る

。
 

１
．

警
察

優
先

電
話

 
２

．
警

察
無

線
電

話
 

３
．

警
察

無
線

電
信

 
 （

通
信

内
容

）
 

第
２

 
第

１
に

基
づ

き
乙

が
利

用
又

は
使

用
す

る
場

合
の

内
容

は
次

の
と

お
り

と
す

る
。

 
１

．
災

害
に

関
す

る
予

報
若

し
く

は
警

報
の

通
知

 
２

．
予

想
さ

れ
る

災
害

の
事

態
及

び
こ

れ
に

対
し

て
と

る
べ

き
措

置
等

 
 （

依
頼

の
手

続
き

）
 

第
３

 
警

察
通

信
設

備
の

利
用

又
は

使
用

の
手

続
き

に
つ

い
て

の
窓

口
は

県
に

お
い

て
は

、
環

境
部

防
災

消
防

課
長

、
県

警
察

本
部

に
お

い
て

は
、
警

察
部

警
備

課
長

と
し

、
依

頼
の

手
段

は
原

則
と

し
て

、
次

の
事

項
を

書
面

に
し

て
申

し
出

る
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
緊

急
の

場

合
は

電
話

又
は

口
頭

に
よ

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

す
る

。
 

 
 

な
お

、
県

の
出

先
機

関
か

ら
県

知
事

へ
の

報
告

又
は

連
絡

の
た

め
に

前
記

設
備

を
利

用
又

は
使

用
す

る
場

合
は

、
出

先
機

関
の

長
と

最
寄

り
の

警
察

署
長

を
そ

れ
ぞ

れ
の

窓
口

と
す

る
。
 

 
(
1
)
 
利

用
又

は
使

用
す

る
通

信
設

備
の

種
類

 
 

(
2
)
 
利

用
又

は
使

用
す

る
理

由
 

 
(
3
)
 
通

信
の

内
容

 
 

(
4
)
 
発

信
者

及
び

受
信

者
 

２
．
前

項
の

申
込

み
を

受
け

た
警

備
課

長
は

、
そ

の
内

容
を

警
務

課
長

そ
の

他
の

通
信

統
制

官

等
に

す
み

や
か

に
連

絡
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 （
承

認
及

び
通

信
順

位
）

 
第

４
 

第
３

の
２

の
規

程
に

基
づ

き
、

連
絡

を
受

け
た

警
務

課
長

そ
の

他
の

通
信

統
制

官
は

、

そ
の

通
信

内
容

が
緊

急
を

要
す

る
場

合
に

お
い

て
そ

の
通

信
の

た
め

の
特

別
の

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
は

、
そ

の
利

用
又

は
使

用
を

承
認

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 
 

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
受

付
け

た
通

信
の

取
扱

順
位

の
決

定
は

、
警

務
課

長
そ

の
他

の
通

信
統

制
官

等
が

通
話

の
内

容
、

受
付

け
順

位
を

し
ん

し
ゃ

く
決

定
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 （
利

用
又

は
使

用
の

場
合

）
 

第
５

 
乙

が
警

察
通

信
設

備
を

利
用

又
は

使
用

す
る

場
合

は
、
極

力
自

己
の

管
理

に
係

る
通

信

手
段

を
尽

く
し

た
後

に
お

い
て

行
う

も
の

と
す

る
。

 

 （
雑

 
 

則
）

 
第

６
 

本
協

定
に

よ
る

も
の

の
ほ

か
、
特

に
必

要
が

生
じ

た
場

合
は

甲
、
乙

協
議

の
上

決
定

す

る
も

の
と

す
る

。
 

  
 

附
 

則
 

 
昭

和
3
9
年

５
月

1
1
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

  
 

昭
和

3
9
年

５
月

1
1
日

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
甲

 
神

奈
川

県
警

察
本

部
長

 
曽

 
我

 
力

 
三

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
乙

 
神

奈
川

県
知

事
 

 
内

 
山

 
 
岩

太
郎

 
  

了
解

事
項

 
 １

 
警

察
通

信
手

段
の

利
用

又
は

使
用

の
種

類
に

つ
い

て
の

選
択

は
、

県
警

に
任

せ
る

。
 

２
 

第
３

の
依

頼
手

段
は

、
伝

票
式

と
す

る
。

（
様

式
別

添
）

 
３

 
通

知
又

は
、
要

請
を

行
う

場
合

の
連

絡
先

を
常

に
把

握
し

て
お

く
た

め
地

域
防

災
計

画
の

中
に

市
町

村
及

び
関

係
機

関
等

の
防

災
担

当
責

任
者

を
明

確
に

定
め

る
こ

と
。

 
４

 
本

協
定

に
基

づ
く

警
察

通
信

設
備

の
使

用
等

に
関

し
て

は
、
原

則
と

し
て

警
察

通
信

設
備

の
新

設
も

し
く

は
増

設
ま

た
は

、
通

信
機

器
の

貸
与

を
行

わ
な

い
も

の
と

す
る

。
 

 

443



資
料

 
４

－
１

－
(1

8
) 

（
危

機
管

理
防

災
課

）
  

 
神

奈
川

県
非

常
通

信
運

用
要

領
 

 （
趣

 
旨

）
 

第
１

条
 
こ

の
要

領
は

、
災

害
時

の
県

と
市

町
村

間
の

非
常

通
信

の
円

滑
な

運
用

を
図

る
た

め
、

必
要

な
事

項
を

定
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 （
定

 
義

）
 

第
２

条
 
こ

の
要

領
に

お
い

て
、

次
の

各
号

に
掲

げ
る

用
語

の
意

義
は

、
当

該
各

号
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 
（

１
）

非
常

通
信

 
災

害
時

、
一

般
公

衆
回

線
及

び
防

災
行

政
通

信
網

が
利

用
で

き
な

い
又

は
利

用
困

難
な

場
合

に
、

他
機

関
の

自
営

通
信

シ
ス

テ
ム

等
そ

の
他

の
手

段
を

用
い

て
行

う
通

信
の

こ
と

を
い

う
。

 
（

２
）

非
常

通
信

ル
ー

ト
 

県
と

そ
の

他
自

営
通

信
シ

ス
テ

ム
を

保
有

す
る

機
関

と
の

間
で

あ
ら

か
じ

め
設

定
し

た
災

害
時

の
通

信
ル

ー
ト

の
こ

と
を

い
う

。
 

 （
非

常
通

信
ル

ー
ト

）
 

第
３

条
 
県

と
市

町
村

間
の

非
常

通
信

ル
ー

ト
は

、
別

表
の

と
お

り
と

す
る

。
 

 （
運

用
の

原
則

）
 

第
４

条
 
非

常
通

信
の

運
用

原
則

は
、

次
の

各
号

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
 

（
１

）
非

常
通

信
の

利
用

 
県

及
び

市
町

村
は

、
災

害
時

に
一

般
公

衆
回

線
及

び
防

災
行

政
通

信
網

が
利

用
で

き
な

い
場

合
に

、
人

命
の

救
助

、
災

害
の

救
援

、
交

通
通

信
の

確
保

を
目

的
と

し
て

非
常

通
信

を
利

用
で

き
る

。
 

（
２

）
非

常
通

信
の

内
容

 
非

常
通

信
は

、
次

の
内

容
の

通
信

に
利

用
す

る
。
（

①
～

③
の

順
に

優
先

さ
れ

る
）

 
①

 
人

命
の

救
助

に
関

す
る

も
の

 
②

 
県

又
は

市
町

村
が

災
害

応
急

対
策

を
講

ず
る

場
合

に
必

要
な

も
の

 
 

（
被

害
状

況
把

握
、

応
援

要
請

、
前

記
に

対
す

る
回

答
）

 
③

 
鉄

道
、

道
路

、
電

力
、

ガ
ス

設
備

、
電

話
回

線
の

被
害

状
況

及
び

応
急

復
旧

作
業

に

関
す

る
も

の
 

（
３

）
非

常
通

信
利

用
時

の
留

意
事

項
 

上
記

の
場

合
で

あ
っ

て
も

、
他

機
関

の
自

営
通

信
シ

ス
テ

ム
を

利
用

す
る

関
係

上
、

情

報
伝

達
内

容
は

簡
潔

明
瞭

な
も

の
と

し
、

本
来

業
務

へ
の

影
響

を
最

低
限

に
抑

え
る

も
の

と
す

る
。

 
 

（
通

信
の

様
式

）
 

第
５

条
 
非

常
通

信
は

、
情

報
伝

達
内

容
を

簡
潔

明
瞭

な
も

の
と

す
る

た
め

、
原

則
と

し
て

別
記

第
1
号

様
式

を
使

用
す

る
。

 
 

（
非

常
通

信
訓

練
）

 
第

６
条

 
神

奈
川

県
安

全
防

災
局

は
、

原
則

と
し

て
次

の
各

号
の

と
お

り
非

常
通

信
訓

練
を

実
施

す
る

。
た

だ
し

、
全

国
非

常
通

信
訓

練
等

が
実

施
さ

れ
る

と
き

は
、

そ
れ

に
替

え
る

も
の

と
す

る
。

 
（

１
）

訓
練

日
 

 
 

奇
数

月
10

日
（

10
日

が
土

日
祝

日
の

場
合

は
、

順
延

し
て

行
う

。
）

 
 

（
２

）
訓

練
時

間
 

 
午

前
9
時

～
12

時
 

（
３

）
対

象
市

町
村

 
毎

回
2～

3
市

町
村

に
、

地
理

的
条

件
等

を
考

慮
し

て
協

力
を

依
頼

す

る
。

 
 （

そ
の

他
）

 
第

７
条

 
こ

の
要

領
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

、
非

常
通

信
の

運
用

に
必

要
な

事
項

は
別

に
定

め
る

。
 

  
 

 
附

 
則

 
 

１
 

こ
の

要
領

は
、

平
成

２
２

年
４

月
１

日
か

ら
施

行
す

る
。

 
 

２
 

こ
の

要
領

は
、

平
成

２
４

年
４

月
１

日
か

ら
施

行
す

る
。

 
３

 
こ

の
要

領
は

、
平

成
２

６
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

４
 

こ
の

要
領

は
、

平
成

２
７

年
８

月
１

日
か

ら
施

行
す

る
。
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第
1
号

様
式

（
第

５
条

関
係

）
 

＊
各

市
区

町
村

は
都

道
府

県
を

あ
て

先
と

し
、

各
都

道
府

県
は

あ
て

先
を

内
閣

府
と

し
、

中
継

依
頼

機
関

に
送

信
す

る
こ

と
。

 

＊
中

継
依

頼
機

関
は

伝
達

経
路

欄
の

各
項

目
に

記
入

の
上

、
回

送
す

る
こ

と
。

 

＊
受

信
時

刻
と

送
信

時
刻

は
、

原
則

受
信

時
刻

に
つ

い
て

は
受

信
完

了
時

刻
、

送
信

時
刻

に
つ

い
て

は
、

送
信

開
始

時
刻

を
記

載

す
る

こ
と

。
な

お
、

使
送

の
場

合
は

、
受

信
時

刻
は

、
使

送
者

か
ら

通
信

文
を

受
け

取
っ

た
時

刻
、

送
信

時
刻

は
、

使
送

者
が

自
機

関
を

出
発

時
刻

を
記

載
す

る
こ

と
。

 

 

非
 

常
 

通
 

信
 

用
 

紙
 

宛 先 

機
関

名
：

 

発 信 人  

発
信

日
時

 
 

月
 

 
日

 
 

 
時

 
 

 
分

 
機

関
名

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

取
扱

者
：

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

通
  

報
  

文
 

発
生

日
時

：
平

成
 

 
年

 
 

月
 

 
日

 
 

 
時

 
 

分
 

災
害

種
別

：
地

震
・

洪
水

・
火

災
・

津
波

 
被

災
地

区
：

 
被

害
状

況
：

 
 要

請
内

容
：

 

伝  達  経  路 

１

受
信

( 
 

 
時

 
 

 
分

)・
送

信
( 

 
 

時
 

 
 

分
) 

機
関

名
：

 
（

取
扱

者
：

 
 

 
 

 
 

 
）

 

２

受
信

( 
 

 
時

 
 

 
分

)・
送

信
( 

 
 

時
 

 
 

分
) 

機
関

名
：

 
（

取
扱

者
：

 
 

 
 

 
 

 
）

 

３

受
信

( 
 

 
時

 
 

 
分

)・
送

信
( 

 
 

時
 

 
 

分
) 

機
関

名
：

 
（

取
扱

者
：

 
 

 
 

 
 

 
）

 

４

受
信

( 
 

 
時

 
 

 
分

)・
送

信
( 

 
 

時
 

 
 

分
) 

機
関

名
：

 
（

取
扱

者
：

 
 

 
 

 
 

 
）

 

受
付

機
関

中
継

機
関

神
奈

川
県

警
察

本
部

－

川
崎

警
察

署
神

奈
川

県
警

察
本

部
東

京
電

力
パ

ワ
ー

グ
リ

ッ
ド

（
株

）
川

崎
支

社
東

京
電

力
パ

ワ
ー

グ
リ

ッ
ド

（
株

）
神

奈
川

総
支

社
横

須
賀

警
察

署
神

奈
川

県
警

察
本

部
横

須
賀

三
浦

地
域

県
政

総
合

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

－
東

京
電

力
パ

ワ
ー

グ
リ

ッ
ド

（
株

）
横

須
賀

営
業

ｾ
ﾝ
ﾀ

東ー
京

電
力

パ
ワ

ー
グ

リ
ッ

ド
（
株

）
神

奈
川

総
支

社
平

塚
警

察
署

神
奈

川
県

警
察

本
部

湘
南

地
域

県
政

総
合

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

－
平

塚
水

道
営

業
所

企
業

局
水

道
部

浄
水

課
鎌

倉
警

察
署

神
奈

川
県

警
察

本
部

鎌
倉

水
道

営
業

所
企

業
局

水
道

部
浄

水
課

藤
沢

警
察

署
神

奈
川

県
警

察
本

部
藤

沢
水

道
営

業
所

企
業

局
水

道
部

浄
水

課
東

京
電

力
パ

ワ
ー

グ
リ

ッ
ド

（
株

）
藤

沢
支

社
東

京
電

力
パ

ワ
ー

グ
リ

ッ
ド

（
株

）
神

奈
川

総
支

社
小

田
原

警
察

署
神

奈
川

県
警

察
本

部
県

西
地

域
県

政
総

合
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

（
小

田
原

合
同

庁
舎

）
－

茅
ヶ

崎
警

察
署

神
奈

川
県

警
察

本
部

茅
ヶ

崎
水

道
営

業
所

企
業

局
水

道
部

浄
水

課
逗

子
警

察
署

神
奈

川
県

警
察

本
部

寒
川

浄
水

場
逗

子
分

室
企

業
局

水
道

部
浄

水
課

相
模

原
警

察
署

神
奈

川
県

警
察

本
部

東
京

電
力

パ
ワ

ー
グ

リ
ッ

ド
（
株

）
相

模
原

支
社

東
京

電
力

パ
ワ

ー
グ

リ
ッ

ド
（
株

）
神

奈
川

総
支

社
三

崎
警

察
署

神
奈

川
県

警
察

本
部

横
須

賀
三

浦
地

域
県

政
総

合
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

－
秦

野
警

察
署

神
奈

川
県

警
察

本
部

東
京

電
力

パ
ワ

ー
グ

リ
ッ

ド
（
株

）
小

田
原

支
社

東
京

電
力

パ
ワ

ー
グ

リ
ッ

ド
（
株

）
神

奈
川

総
支

社
県

央
地

域
県

政
総

合
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

－
厚

木
警

察
署

神
奈

川
県

警
察

本
部

厚
木

水
道

営
業

所
企

業
局

水
道

部
浄

水
課

大
和

警
察

署
神

奈
川

県
警

察
本

部
大

和
水

道
営

業
所

企
業

局
水

道
部

浄
水

課
東

京
電

力
パ

ワ
ー

グ
リ

ッ
ド

（
株

）
相

模
原

支
社

東
京

電
力

パ
ワ

ー
グ

リ
ッ

ド
（
株

）
神

奈
川

総
支

社
伊

勢
原

警
察

署
神

奈
川

県
警

察
本

部
寒

川
浄

水
場

伊
勢

原
分

室
企

業
局

水
道

部
浄

水
課

海
老

名
警

察
署

神
奈

川
県

警
察

本
部

海
老

名
水

道
営

業
所

企
業

局
水

道
部

浄
水

課
座

間
警

察
署

神
奈

川
県

警
察

本
部

大
和

水
道

営
業

所
企

業
局

水
道

部
浄

水
課

県
西

地
域

県
政

総
合

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

（
足

柄
上

合
同

庁
舎

）
－

松
田

警
察

署
神

奈
川

県
警

察
本

部
大

和
警

察
署

神
奈

川
県

警
察

本
部

海
老

名
水

道
営

業
所

企
業

局
水

道
部

浄
水

課
県

央
地

域
県

政
総

合
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

－
葉

山
警

察
署

神
奈

川
県

警
察

本
部

寒
川

浄
水

場
逗

子
分

室
企

業
局

水
道

部
浄

水
課

茅
ヶ

崎
警

察
署

神
奈

川
県

警
察

本
部

湘
南

地
域

県
政

総
合

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

－
寒

川
浄

水
場

企
業

局
水

道
部

浄
水

課

神
奈

川
県

非
常

通
信

ル
ー

ト

市
町

村
受

付
機

関
、

中
継

機
関

受
信

機
関

横
浜

市

神
奈

川
県

く
ら

し
安

全
防

災
局

使
送

川
崎

市

横
須

賀
市

平
塚

市

海
老

名
市

鎌
倉

市

藤
沢

市

小
田

原
市

茅
ヶ

崎
市

逗
子

市

相
模

原
市

三
浦

市

秦
野

市

厚
木

市

大
和

市

伊
勢

原
市

座
間

市

南
足

柄
市

綾
瀬

市

葉
山

町

寒
川

町

別
表
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受
付

機
関

中
継

機
関

市
町

村
受

付
機

関
、

中
継

機
関

受
信

機
関

大
磯

警
察

署
神

奈
川

県
警

察
本

部
平

塚
水

道
営

業
所

企
業

局
水

道
部

浄
水

課
大

磯
警

察
署

神
奈

川
県

警
察

本
部

平
塚

水
道

営
業

所
企

業
局

水
道

部
浄

水
課

松
田

警
察

署
神

奈
川

県
警

察
本

部
東

京
電

力
パ

ワ
ー

グ
リ

ッ
ド

（
株

）
小

田
原

支
社

東
京

電
力

パ
ワ

ー
グ

リ
ッ

ド
（
株

）
神

奈
川

総
支

社

県
西

地
域

県
政

総
合

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

（
足

柄
上

合
同

庁
舎

）
－

県
西

地
域

県
政

総
合

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

（
足

柄
上

合
同

庁
舎

）
－

松
田

警
察

署
神

奈
川

県
警

察
本

部
松

田
警

察
署

神
奈

川
県

警
察

本
部

県
西

地
域

県
政

総
合

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

（
足

柄
上

合
同

庁
舎

）
－

県
西

地
域

県
政

総
合

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

（
足

柄
上

合
同

庁
舎

）
－

松
田

警
察

署
神

奈
川

県
警

察
本

部

県
西

地
域

県
政

総
合

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

（
足

柄
上

合
同

庁
舎

）
－

松
田

警
察

署
神

奈
川

県
警

察
本

部
温

泉
地

学
研

究
所

－
平

塚
水

道
営

業
所

箱
根

水
道

セ
ン

タ
ー

企
業

局
水

道
部

浄
水

課

湯
河

原
町

役
場

－
小

田
原

警
察

署
神

奈
川

県
警

察
本

部
東

京
電

力
パ

ワ
ー

グ
リ

ッ
ド

（
株

）
小

田
原

支
社

東
京

電
力

パ
ワ

ー
グ

リ
ッ

ド
（
株

）
神

奈
川

総
支

社
真

鶴
町

役
場

－
東

京
電

力
パ

ワ
ー

グ
リ

ッ
ド

（
株

）
小

田
原

支
社

東
京

電
力

パ
ワ

ー
グ

リ
ッ

ド
（
株

）
神

奈
川

総
支

社
県

央
地

域
県

政
総

合
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

－
厚

木
警

察
署

神
奈

川
県

警
察

本
部

東
京

電
力

パ
ワ

ー
グ

リ
ッ

ド
（
株

）
相

模
原

支
社

東
京

電
力

パ
ワ

ー
グ

リ
ッ

ド
（
株

）
神

奈
川

総
支

社
清

川
村

厚
木

警
察

署
神

奈
川

県
警

察
本

部

愛
川

町

神
奈

川
県

く
ら

し
安

全
防

災
局

二
宮

町

中
井

町

大
井

町

松
田

町

山
北

町

開
成

町

箱
根

町

真
鶴

町

湯
河

原
町

大
磯

町

災
害

時
に

お
け

る
相

互
協

力
に

関
す

る
協

定
 

 

 
神

奈
川

県
知

事
（

以
下

「
甲

」
と

い
う

。）
、

神
奈

川
エ

フ
エ

ム
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（

以
下

「
乙

」
と

い
う

。）
及

び
株

式
会

社
ニ

ッ
ポ

ン
放

送
（

以
下

「
丙

」
と

い
う

。）
は

、
神

奈
川

県
地

域
防

災
計

画
に

基
づ

き
、

災
害

対
策

本
部

を
設

置
し

た
場

合
、

又
は

設
置

が
見

込
ま

れ

る
場

合
（

以
下

「
災

害
時

」
と

い
う

。）
に

お
け

る
相

互
協

力
に

関
し

て
、

次
の

と
お

り
協

定
（

以
下

「
本

協
定

」
と

い
う

。）
を

締
結

す
る

。
 

 （
目

的
）

 

第
１

条
 

本
協

定
は

、
災

害
時

に
お

け
る

甲
、

乙
及

び
丙

の
情

報
の

相
互

提
供

、
広

報
協

力

に
係

る
相

互
連

携
協

力
に

つ
い

て
定

め
、

も
っ

て
災

害
時

に
お

け
る

広
報

力
の

強
化

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 

 （
情

報
の

相
互

提
供

）
 

第
２

条
 

甲
は

、
乙

及
び

丙
に

対
し

、
必

要
と

認
め

る
と

き
は

、
災

害
に

関
す

る
情

報
を

提

供
す

る
こ

と
と

す
る

。
 

２
 

乙
及

び
丙

は
、

必
要

と
認

め
る

と
き

は
、

次
の

各
号

に
定

め
る

情
報

に
つ

い
て

、
相

互

に
提

供
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
、

こ
れ

を
強

制
し

て
は

な
ら

な
い

。
 

 
（

１
）

乙
の

保
有

す
る

地
域

情
報

 

 
（

２
）

丙
の

保
有

す
る

広
域

情
報

 

 
（

３
）

そ
の

他
災

害
に

関
す

る
情

報
 

３
 

乙
を

構
成

す
る

各
社

（
以

下
「

乙
の

各
社

」
と

い
う

。）
及

び
丙

は
、

前
項

に
よ

り
情

報
の

提
供

を
求

め
る

と
き

、
個

別
に

連
絡

を
取

り
合

う
も

の
と

す
る

。
 

４
 

乙
の

各
社

は
別

表
の

と
お

り
と

し
、

乙
の

各
社

に
変

更
が

あ
っ

た
場

合
、

又
は

乙
の

各

社
の

サ
ー

ビ
ス

名
に

変
更

が
あ

っ
た

場
合

、
乙

は
遅

滞
な

く
別

表
を

修
正

し
、

甲
及

び
丙

に
書

面
に

て
通

知
す

る
も

の
と

す
る

。
 

５
 

乙
及

び
丙

が
放

送
し

た
情

報
は

、
放

送
社

の
ク

レ
ジ

ッ
ト

を
付

し
て

乙
及

び
丙

が
利

用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

６
 

乙
を

構
成

す
る

神
奈

川
新

聞
社

に
つ

い
て

、
第

３
項

に
定

め
る

「
個

別
に

連
絡

を
取

り

合
う

」
対

象
か

ら
除

外
し

、
神

奈
川

新
聞

社
が

運
営

す
る

ニ
ュ

ー
ス

サ
イ

ト
「

カ
ナ

ロ

コ
」

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

情
報

は
、

連
絡

を
取

ら
ず

に
ク

レ
ジ

ッ
ト

を
付

し
て

乙
及

び
丙

が
利

用
で

き
る

も
の

と
す

る
。

 

 （
出

演
者

協
力

）
 

第
３

条
 

乙
及

び
丙

は
、

必
要

と
認

め
る

と
き

は
、

前
条

第
２

項
各

号
に

定
め

る
情

報
を

放

送
す

る
た

め
、

相
互

に
出

演
者

の
協

力
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
、

こ
れ

を
強

制
し

て
は

な
ら

な
い

。
 

２
 

乙
及

び
丙

は
、

前
項

に
よ

り
出

演
者

の
協

力
を

求
め

ら
れ

た
場

合
は

、
可

能
と

認
め

る

範
囲

に
お

い
て

、
出

演
者

の
派

遣
を

行
う

も
の

と
す

る
。

そ
の

際
の

条
件

等
は

、
乙

と
丙

で
協

議
を

行
い

、
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 

資
料

４
－

１
－

(1
9
)

（
危

機
管

理
防

災
課

）
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（
平

時
の

取
組

）
 

第
４

条
 

甲
、
乙

及
び

丙
は

、
本

協
定

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

、
甲

、
乙

及
び

丙
が

災
害

時

に
備

え
て

行
う

訓
練

、
研

修
及

び
必

要
な

情
報

共
有

等
に

関
し

、
平

時
か

ら
連

携
す

る
よ

う

努
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 （
連

絡
体

制
）

 

第
５

条
 

甲
、

乙
及

び
丙

は
、

災
害

時
等

に
本

協
定

が
円

滑
か

つ
迅

速
に

運
用

さ
れ

る
よ

う
、

連
絡

体
制

に
つ

い
て

あ
ら

か
じ

め
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 

２
 

甲
乙

丙
そ

れ
ぞ

れ
の

連
絡

体
制

に
変

更
が

生
じ

た
場

合
は

、
そ

の
都

度
、

相
互

に
連

絡

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 （
責

任
）

 

第
６

条
 

甲
、

乙
及

び
丙

が
相

互
に

入
手

し
た

情
報

の
放

送
に

つ
い

て
、

責
任

は
放

送
を

実

施
し

た
事

業
者

（
乙

及
び

丙
）

が
負

う
も

の
と

す
る

。
 

 （
費

用
負

担
）

 

第
７

条
 

放
送

に
係

る
費

用
は

無
償

と
す

る
。

但
し

、
災

害
放

送
が

長
期

に
及

ぶ
場

合
や

平

時
の

啓
発

放
送

に
係

る
費

用
は

、
別

途
協

議
に

よ
り

定
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 （
協

議
）

 

第
８

条
 

本
協

定
に

定
め

の
な

い
事

項
、

又
は

本
協

定
に

疑
義

が
生

じ
た

と
き

は
、

そ
の

都

度
、

甲
乙

丙
協

議
の

う
え

、
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 （
適

用
）

 

第
９

条
 

本
協

定
の

有
効

期
間

は
、

協
定

締
結

日
か

ら
令

和
３

年
３

月
31

日
ま

で
と

す

る
。

た
だ

し
、

期
間

満
了

の
１

ヶ
月

前
ま

で
に

甲
乙

丙
い

ず
れ

か
ら

も
申

出
の

な
い

場
合

は
、

本
協

定
の

有
効

期
間

を
更

に
１

年
間

延
長

す
る

も
の

と
し

、
そ

の
後

も
同

様
と

す

る
。

 

            

 
本

協
定

の
締

結
を

証
す

る
た

め
、

本
協

定
書

を
３

通
作

成
し

、
甲

乙
丙

記
名

押
印

の
う

え
、

各
自

１
通

を
保

有
す

る
。

乙
の

各
社

は
、

そ
れ

ぞ
れ

、
本

協
定

書
の

写
し

１
通

を
保

有

す
る

。
 

 令
和

２
年

1
0
月

 
日

 

  

甲
 

神
奈

川
県

横
浜

市
中

区
日

本
大

通
１

 

  
 

 
神

奈
川

県
知

事
 

 
 

 
 

黒
岩

 
祐

治
 

  乙
 

神
奈

川
エ

フ
エ

ム
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

  
 

乙
 

代
表

幹
事

 

 
 

神
奈

川
県

横
浜

市
西

区
み

な
と

み
ら

い
２

－
２

－
１

 

 
 

横
浜

エ
フ

エ
ム

放
送

株
式

会
社

 

  
 

 
代

表
取

締
役

社
長

 
 

 
 

兒
玉

 
智

彦
 

   丙
 

東
京

都
千

代
田

区
有

楽
町

１
－

９
－

３
 

 
 

株
式

会
社

ニ
ッ

ポ
ン

放
送

 
 

  
 

 
代

表
取

締
役

社
長

 
 

 
 

檜
原

 
麻

希
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別
表

（
第

２
条

関
係

）
 

 ○
 乙

を
構

成
す

る
各

社
 

乙
を

構
成

す
る

各
社

は
、

令
和

２
年

10
月

28
日

時
点

で
次

の
と

お
り

。
 

機
関

名
 

備
考

 

大
和

ラ
ジ

オ
 

 

湘
南

平
塚

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

放
送

 
 

横
須

賀
エ

フ
エ

ム
放

送
 

 

逗
子

・
葉

山
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
放

送
 

 

か
わ

さ
き

市
民

放
送

 
 

エ
フ

エ
ム

熱
海

湯
河

原
 

 

鎌
倉

エ
フ

エ
ム

放
送

 
 

藤
沢

エ
フ

エ
ム

放
送

 
 

エ
フ

エ
ム

戸
塚

 
 

エ
フ

エ
ム

さ
が

み
 

 

横
浜

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

放
送

 
 

海
老

名
エ

フ
エ

ム
放

送
 

 

Ｆ
Ｍ

湘
南

マ
ジ

ッ
ク

ウ
ェ

イ
ブ

 
 

横
浜

マ
リ

ン
エ

フ
エ

ム
 

 

Ｆ
Ｍ

小
田

原
 

 

神
奈

川
新

聞
社

 
 

横
浜

エ
フ

エ
ム

放
送

 
乙

 
代

表
幹

事
 

 

神
奈

川
県

下
消

防
相

互
応

援
協

定
 

 

 
消

防
組

織
法

（
昭

和
２

２
年

法
律

第
２

２
６

号
)
第

３
９

条
の

規
定

に
基

づ
い

て
、

横
浜

市
、

川
崎

市
、

横
須

賀
市

、
平

塚
市

、
鎌

倉
市

、
藤

沢
市

、
小

田
原

市
、

茅
ケ

崎
市

、
逗

子
市

、
相

模
原

市
、

秦
野

市
、

厚
木

市
、

大
和

市
、

伊
勢

原
市

、
海

老
名

市
、

座
間

市
、

綾
瀬

市
、

葉
山

町
、

大
磯

町
、

二
宮

町
、

箱
根

町
、

湯
河

原
町

、
愛

川
町

（
以

下
「

協
定

市
町

」
と

い
う

。
）

の

各
市

町
長
（

以
下
「

市
町

長
」
と

い
う

。
）
は

、
消

防
相

互
応

援
に

関
し

て
次

に
よ

り
協

定
す

る
。

 

第
１

条
 

こ
の

協
定

は
、
火

災
そ

の
他

の
災

害
（

以
下
「

災
害

」
と

い
う

。
）
が

発
生

し
た

と
き

、
 

協
定

市
町

相
互

間
の

消
防

力
を

活
用

し
て

、
災

害
に

よ
る

被
害

を
最

少
限

度
に

防
止

す
る

と
 

と
も

に
火

災
の

原
因

及
び

消
火

の
た

め
に

受
け

た
損

害
の

調
査

（
以

下
「

火
災

調
査

」
と

い
 

う
。
）

を
実

施
し

安
寧

秩
序

を
保

持
す

る
こ

と
を

も
っ

て
目

的
と

す
る

。
 

第
２

条
 

前
条

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

、
協

定
市

町
は

、
次

に
掲

げ
る

区
分

に
よ

っ
て

消
防

 

隊
、
救

急
隊

そ
の

他
必

要
な

人
員

機
器

資
材
（

以
下
「

消
防

隊
等

」
と

い
う

。
)
を

相
互

に
出

場
さ

せ
若

し
く

は
調

達
し

て
応

援
活

動
さ

せ
る

も
の

と
す

る
。

 

 
(
1
)
 

通
常

応
援

 

 
 

 
隣

接
す

る
協

定
市

町
が

、
協

定
市

町
消

防
長

覚
書

別
表

第
１

に
定

め
る

区
域

に
発

生
し

 
 

た
火

災
及

び
別

表
第

１
の

２
に

定
め

る
区

域
内

に
発

生
し

た
災

害
を

覚
知

し
た

と
き

、
そ

 
 

の
消

防
本

部
又

は
消

防
署

に
属

す
る

消
防

隊
等

に
よ

り
自

動
的

に
行

な
う

も
の

。
 

 
(
2
)
 

消
防

団
応

援
 

 
 

 
隣

接
す

る
協

定
市

町
が

、
協

定
市

町
消

防
長

覚
書

に
定

め
る

区
域

内
に

発
生

し
た

火
災

 
 

を
覚

知
し

た
と

き
、
非

常
勤

の
消

防
団

員
に

よ
る

消
防

隊
に

よ
り

自
動

的
に

行
な

う
も

の
。
 

 
(
3
)
 

特
別

応
援

 

 
 

 
い

ず
れ

か
の

協
定

市
町

の
行

政
区

域
内

に
大

災
害

が
発

生
し

、
若

し
く

は
前

各
号

に
規

 
 

定
す

る
以

外
の

応
援
（

火
災

調
査

を
含

む
。
）
を

特
に

必
要

と
す

る
場

合
で

、
災

害
地

の
市

町
長

又
は

消
防

長
の

要
請

に
よ

っ
て

他
の

協
定

市
町

長
が

消
防

隊
等

に
よ

り
行

な
う

も
の

。
 

第
３

条
 

応
援

の
出

場
隊

数
は

、
通

常
応

援
は

原
則

と
し

て
1
隊

、
消

防
団

応
援

は
地

域
実

情
 

に
よ

り
、

特
別

応
援

は
要

請
の

内
容

、
消

防
力

及
び

消
防

事
象

の
実

情
等

に
即

し
て

応
援

を

行
な

う
協

定
市

町
の

消
防

長
が

決
定

す
る

も
の

と
す

る
。

 

第
４

条
 

特
別

応
援

の
要

請
を

行
な

う
場

合
に

は
、

次
の

事
項

を
で

き
得

る
限

り
明

ら
か

に
し

 

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 
(
1
)
 

災
害

の
概

況
及

び
応

援
を

要
請

す
る

事
由

 

 
(
2
)
 

応
援

を
要

請
す

る
消

防
隊

等
の

種
類

及
び

数
 

 
(
3
)
 

活
動

内
容

及
び

集
結

場
所

 

 
(
4
)
 

誘
導

員
又

は
担

当
責

任
者

 

 
(
5
)
 

そ
の

他
 

資
料

４
－

２
－

(１
)

（
消

防
保

安
課

）
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第
５

条
 

応
援

要
請

(
覚

知
に

よ
る

自
動

出
場

を
含

む
。
）

を
受

け
た

協
定

市
町

は
、

た
だ

ち
に

 

消
防

隊
等

を
出

場
さ

せ
る

も
の

と
す

る
。

た
だ

し
、

自
市

町
及

び
組

合
の

災
害

ま
た

は
止

む

を
得

な
い

事
情

が
あ

る
場

合
若

し
く

は
法

令
そ

の
他

に
別

段
の

定
め

が
あ

る
場

合
は

、
こ

の

限
り

で
は

な
い

。
 

第
６

条
 

応
援

出
場

し
た

消
防

隊
等

は
、

災
害

地
の

消
防

長
の

指
揮

の
も

と
に

行
動

す
る

も
の

 

と
す

る
。

 

第
７

条
 

応
援

に
要

す
る

経
費

等
の

負
担

は
、

法
令

そ
の

他
に

別
段

に
定

め
が

あ
る

も
の

を
除

 

く
ほ

か
次

に
よ

る
。

 

 
(
1
)
 

通
常

応
援

及
び

消
防

団
応

援
の

た
め

に
要

し
た

経
常

的
経

費
は

、
応

援
を

行
っ

た
協

定

市
町

の
負

担
と

す
る

。
た

だ
し

、
要

請
に

よ
り

調
達

し
、

若
し

く
は

立
替

え
た

も
の

又
は

燃
料

、
機

器
資

材
の

補
給

、
給

食
等

に
要

し
た

経
費

は
、

応
援

を
受

け
た

協
定

市
町

が
現

物
に

よ
り

、
又

は
そ

の
経

費
を

負
担

す
る

。
 

 
(
2
)
 

特
別

応
援

の
た

め
に

要
し

た
経

費
は

、
応

援
を

受
け

た
協

定
市

町
が

負
担

す
る

も
の

と
 

 

す
る

。
 

 
(
3
)
 

応
援

消
防

隊
員

が
応

援
業

務
に

よ
り

負
傷

し
、

疾
病

に
か

か
り

、
又

は
死

亡
し

た
場

合
 

 

に
お

け
る

災
害

補
償

は
、

応
援

を
行

な
っ

た
協

定
市

町
の

負
担

と
す

る
。

た
だ

し
、

災
害

地
に

お
い

て
行

な
っ

た
救

急
治

療
の

経
費

は
、
応

援
を

受
け

た
協

定
市

町
の

負
担

と
す

る
。
 

 
(
4
)
 

応
援

消
防

隊
員

が
、

応
援

業
務

を
遂

行
中

に
第

３
者

に
損

害
を

与
え

た
場

合
に

お
い

て
 

 

は
、

応
援

を
受

け
た

協
定

市
町

が
そ

の
賠

償
の

責
め

に
任

ず
る

。
た

だ
し

、
災

害
地

へ
の

出
場

若
し

く
は

帰
路

途
上

に
お

い
て

発
生

し
た

も
の

に
つ

い
て

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

 

第
８

条
 

協
定

市
町

は
、
こ

の
協

定
の

適
正

な
運

用
を

期
す

る
た

め
に

必
要

な
各

種
消

防
情

報
、
 

資
材

等
を

相
互

に
通

知
す

る
も

の
と

す
る

。
 

第
９

条
 

こ
の

協
定

に
よ

る
相

互
応

援
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

消
防

長
が

実
施

す
る

も
の

と
し

、
こ

 

の
協

定
実

施
の

た
め

に
必

要
な

事
項

は
、
協

定
市

町
消

防
長

が
協

議
決

定
す

る
も

の
と

す
る

。
 

第
１

０
条

 
こ

の
協

定
に

記
載

の
な

い
事

項
又

は
疑

義
を

生
じ

た
事

項
に

つ
い

て
は

、
協

議
の

 

上
決

定
す

る
も

の
と

す
る

。
 

第
１

１
条

 
こ

の
協

定
は

昭
和

５
０

年
８

月
１

日
か

ら
効

力
を

発
生

す
る

も
の

と
し

、
次

に
掲

げ
る

協
定

は
廃

止
す

る
。

 

 
 

横
浜

市
、
川

崎
市

、
横

須
賀

市
、
小

田
原

市
、
鎌

倉
市

、
藤

沢
市

、
平

塚
市

、
茅

ヶ
崎

市
、

 

逗
子

市
、

三
浦

市
、

相
模

原
市

、
厚

木
市

、
大

和
市

、
秦

野
市

、
伊

勢
原

市
、

座
間

市
、

海

老
名

市
、

南
足

柄
市

、
大

磯
町

、
湯

河
原

町
、

葉
山

町
、

箱
根

町
、

寒
川

町
、

二
宮

町
、

綾

瀬
町

及
び

津
久

井
郡

広
域

行
政

組
合

の
間

で
、

昭
和

４
７

年
８

月
２

５
日

に
締

結
し

た
消

防

相
互

応
援

協
定

。
 

  
 

こ
の

協
定

を
証

す
る

た
め

本
書

２
３

通
を

作
成

し
、

記
名

押
印

の
上

各
１

通
を

保
有

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 
昭

和
５

０
年

７
月

２
５

日
 

 

附
則

 

こ
の

協
定

の
第

２
項

第
1
号

に
つ

い
て

は
、
昭

和
５

６
年

８
月

２
５

日
か

ら
効

力
を

生
ず

る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(
昭

和
５

６
年

８
月

２
５

日
締

結
）

 

 
 

 
附

則
 

こ
の

協
定

は
、

平
成

２
年

７
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(
平

成
２

年
６

月
１

９
日

締
結

）
 

 
 

 
附

則
 

こ
の

協
定

は
、

平
成

１
２

年
４

月
１

日
か

ら
施

行
す

る
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(
平

成
１

２
年

４
月

１
３

日
締

結
)
 

 
 

 
附

則
 

こ
の

協
定

は
、

平
成

１
６

年
８

月
２

０
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(
平

成
１

７
年

１
月

１
１

日
締

結
)
 

 
 

 
附

則
 

こ
の

協
定

は
、

平
成

１
８

年
３

月
２

０
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(
平

成
１

８
年

３
月

２
０

日
締

結
)
 

附
則

 

こ
の

協
定

は
、

平
成

１
８

年
８

月
１

８
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(
平

成
１

８
年

８
月

１
８

日
締

結
)
 

 
 

 
附

則
 

 
こ

の
協

定
は

、
平

成
２

５
年

４
月

１
９

日
か

ら
施

行
す

る
。

 

（
平

成
２

５
年

４
月

１
９

日
締

結
）

 

 
 

 
附

則
 

 
こ

の
協

定
は

、
平

成
２

９
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

（
平

成
２

９
年

３
月

２
１

日
締

結
）

 

 
 

 
附

則
 

 
こ

の
協

定
は

、
平

成
４

年
４

月
１

日
か

ら
施

行
す

る
。

 

（
令

和
４

年
３

月
２

３
日

締
結

）
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神
奈

川
県

下
消

防
相

互
応

援
協

定
に

基
づ

く
航

空
機

特
別

応
援

実
施

要
領

 
 １

 
目

的
 

 
 

こ
の

航
空

機
特

別
応

援
実

施
要

領
（

以
下
「

要
領

」
と

い
う

。
）
は

、
神

奈
川

県
下

消
防

相

互
応

援
協

定
第

２
条

第
３

号
の

規
定

に
基

づ
き

、
災

害
発

生
地

の
市

町
が

他
の

市
町

に
よ

る

回
転

翼
航

空
機

（
以

下
「

ヘ
リ

」
と

い
う

。
）
を

用
い

た
消

防
に

関
す

る
応

援
（

以
下
「

航
空

機
特

別
応

援
」
と

い
う

。
）
を

要
請

し
よ

う
と

す
る

場
合

に
、
当

該
応

援
が

円
滑

、
か

つ
、
迅

速
に

行
わ

れ
る

よ
う

要
請

手
続

き
そ

の
他

必
要

な
事

項
に

つ
い

て
定

め
る

こ
と

を
目

的
と

す

る
。

 
２

 
対

象
と

す
る

災
害

 
 

 
航

空
機

特
別

応
援

の
対

象
と

な
る

災
害

は
、

次
の

各
号

に
掲

げ
る

災
害

で
、

ヘ
リ

を
使

用

す
る

こ
と

が
消

防
機

関
の

活
動

に
と

っ
て

極
め

て
有

効
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

も
の

と
す

る
。
 

（
１

）
地

震
、

風
水

害
等

の
自

然
災

害
 

（
２

）
陸

上
又

は
海

上
か

ら
の

接
近

が
著

し
く

困
難

な
地

域
で

の
、

大
火

災
、

大
災

害
、

大
事

故
等

 
（

３
）

高
層

建
築

物
の

火
災

 
（

４
）

航
空

機
事

故
、

列
車

事
故

等
集

団
救

助
救

急
事

故
 

（
５

）
そ

の
他

前
各

号
に

掲
げ

る
災

害
に

準
ず

る
災

害
 

３
 

航
空

機
特

別
応

援
の

種
別

 
 

 
航

空
機

特
別

応
援

の
種

別
は

、
主

な
任

務
に

よ
り

次
の

各
号

の
と

お
り

区
分

す
る

。
 

（
１

）
調

査
出

場
 

現
場

把
握

、
情

報
収

集
、

指
揮

支
援

等
の

た
め

の
出

場
 

（
２

）
火

災
出

場
 

消
火

活
動

の
た

め
の

出
場

 
（

３
）

救
助

出
場

 
人

名
救

助
の

た
め

の
特

別
な

活
動

を
要

す
る

場
合

の
出

場
（

こ
れ

に
付

随
す

る
救

急
搬

送
活

動
含

む
。
）

 
（

４
）

救
急

出
場

 
救

急
患

者
搬

送
の

た
め

の
出

場
で

、
特

別
な

人
命

救
助

活
動

を
伴

わ
な

い
も

の
 

（
５

）
救

援
出

場
 

救
援

物
資

、
資

機
材

、
人

員
等

の
搬

送
の

た
め

の
出

場
 

４
 

航
空

機
特

別
応

援
の

担
当

区
域

 
 

 
応

援
側

市
町

の
航

空
機

特
別

応
援

担
当

区
域

は
、

別
表

１
の

と
お

り
と

す
る

。
た

だ
し

、

災
害

発
生

地
の

消
防

長
が

複
数

の
ヘ

リ
出

場
を

必
要

と
認

め
た

場
合

又
は

応
援

側
市

町
の

航

空
機

が
出

場
で

き
な

い
場

合
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

資
料

４
－

２
－

(２
)

（
消

防
保

安
課

）

５
 

航
空

機
特

別
応

援
の

出
場

限
定

条
件

 
 

 
航

空
機

特
別

応
援

の
出

場
限

定
条

件
は

、
次

の
各

号
の

と
お

り
と

す
る

。
 

（
１

）
出

場
時

間
帯

は
、

原
則

と
し

て
日

出
か

ら
日

没
ま

で
と

す
る

。
 

（
２

）
気

象
状

態
は

、
航

空
法
（

昭
和

２
７

年
７

月
１

５
日

法
律

第
２

３
１

号
)の

定
め

る
と

こ

ろ
に

よ
る

。
 

６
 

航
空

機
特

別
応

援
の

要
請

手
続

 
（

１
）

要
請

側
市

町
の

消
防

長
は

、
航

空
機

特
別

応
援

を
必

要
と

み
と

め
た

場
合

は
、

次
の

事

項
を

応
援

側
市

町
の

消
防

長
へ

通
報

す
る

も
の

と
す

る
。

 
 

 
ア

 
必

要
と

す
る

応
援

の
種

別
及

び
そ

の
具

体
的

内
容

 
 

 
イ

 
応

援
活

動
に

必
要

な
資

機
材

等
 

 
 

ウ
 

離
発

着
可

能
な

場
所

及
び

給
油

体
制

 
 

 
エ

 
災

害
現

場
の

最
高

指
揮

者
の

職
及

び
氏

名
並

び
に

無
線

に
よ

る
連

絡
の

方
法

 
 

 
オ

 
離

発
着

場
に

お
け

る
資

機
材

の
準

備
状

況
 

 
 

カ
 

現
場

付
近

で
活

動
中

の
他

機
関

の
航

空
機

及
び

ヘ
リ

の
活

動
状

況
 

 
 

キ
 

他
の

消
防

本
部

に
ヘ

リ
の

応
援

を
要

請
し

て
い

る
場

合
の

消
防

本
部

名
 

 
 

ク
 

気
象

の
状

況
 

ケ
 

ヘ
リ

の
誘

導
方

法
 

コ
 

そ
の

他
必

要
な

事
項

 
（

２
）

応
援

側
市

町
の

消
防

本
部

連
絡

先
は

、
別

表
２

の
と

お
り

と
す

る
。

 
（

３
）

要
請

の
通

報
事

項
は

、
電

話
、

フ
ァ

ク
シ

ミ
リ

等
に

よ
っ

て
様

式
1
に

よ
り

明
確

に
連

絡
す

る
も

の
と

と
も

に
、

後
日

、
正

式
文

書
を

送
付

す
る

も
の

と
す

る
。

 
７

 
航

空
機

特
別

応
援

の
決

定
の

通
知

 
 

 
応

援
側

市
町

の
消

防
長

は
、

前
項

の
航

空
機

特
別

応
援

の
要

請
に

基
づ

い
て

応
援

を
行

う

こ
と

が
可

能
と

判
断

し
た

場
合

に
は

、
要

請
側

市
町

の
消

防
長

へ
応

援
を

決
定

し
た

旨
を

連

絡
す

る
も

の
と

す
る

。
 

８
 

航
空

機
特

別
応

援
の

中
断

 
 

 
応

援
側

市
町

の
都

合
で

ヘ
リ

を
復

帰
さ

せ
る

べ
き

特
別

な
事

態
が

生
じ

た
場

合
は

、
応

援

側
市

町
の

消
防

長
は

、
要

請
側

市
町

の
消

防
長

と
協

議
し

て
航

空
機

特
別

応
援

を
中

断
す

る

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

 
９

 
航

空
機

特
別

応
援

の
始

期
及

び
終

期
 

（
１

）
航

空
機

特
別

応
援

は
、（

２
）
及

び
（

３
）
に

定
め

る
場

合
を

除
き

ヘ
リ

が
航

空
機

特
別

応
援

の
命

を
受

け
て

ヘ
リ

ポ
ー

ト
を

出
発

し
た

と
き

に
始

ま
り

、
ヘ

リ
ポ

ー
ト

に
帰

投
し

た
と

き
に

終
了

す
る

も
の

と
す

る
。

要
請

側
市

町
に

よ
り

航
空

機
特

別
応

援
の

要
請

が
撤

回
さ

れ
た

場
合

も
同

様
と

す
る

。
 

（
２

）
ヘ

リ
が

ヘ
リ

ポ
ー

ト
以

外
の

場
所

に
あ

る
と

き
に

、
飛

行
目

的
を

変
更

し
て

航
空

機
特
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別
応

援
出

場
す

べ
き

命
令

が
あ

っ
た

と
こ

は
、

そ
の

と
き

か
ら

航
空

機
特

別
応

援
は

始
ま

る
も

の
と

す
る

。
 

（
３

）
ヘ

リ
が

、
航

空
機

特
別

応
援

に
出

動
中

に
前

項
の

規
定

の
基

づ
き

、
航

空
機

特
別

応
援

が
中

断
さ

れ
、

応
援

側
市

町
に

復
帰

す
べ

き
命

令
が

あ
っ

た
と

き
は

、
そ

の
と

き
を

も
っ

て
航

空
機

特
別

応
援

は
終

了
す

る
も

の
と

す
る

。
 

10
 

航
空

機
特

別
応

援
の

た
め

の
出

場
し

た
ヘ

リ
の

指
揮

等
 

（
１

）
航

空
機

特
別

応
援

の
た

め
の

出
場

し
た

ヘ
リ

の
指

揮
は

、
要

請
側

市
町

の
消

防
長

の
定

め
る

災
害

現
場

の
最

高
指

揮
者

が
行

う
も

の
と

す
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

当
該

ヘ
リ

に
搭

乗
し

て
い

る
指

揮
者

が
ヘ

リ
の

運
航

に
重

大
な

支
障

が
あ

る
と

認
め

た
と

き
は

、
そ

の
旨

、
最

高
指

揮
者

に
通

告
す

る
も

の
と

す
る

。
 

（
２

）
当

該
ヘ

リ
に

搭
乗

し
て

い
る

指
揮

者
は

、
活

動
に

当
た

っ
て

要
請

側
市

町
の

消
防

本
部

の
基

地
局

及
び

災
害

現
場

の
最

高
責

任
者

と
緊

密
な

連
絡

を
と

る
も

の
と

す
る

。
 

11
 

航
空

機
特

別
応

援
に

係
る

要
請

側
市

町
の

事
前

計
画

等
 

（
１

）
要

請
側

市
町

は
、

航
空

機
特

別
応

援
を

受
け

て
消

防
活

動
を

行
う

場
合

の
計

画
を

あ
ら

か
じ

め
作

成
し

て
お

く
も

の
と

す
る

 
（

２
）

要
請

側
市

町
の

事
前

計
画

に
定

め
る

事
項

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。
 

 
 

ア
 

地
域

防
災

計
画

に
定

め
る

離
発

着
場

の
う

ち
、

ヘ
リ

の
活

動
拠

点
と

し
て

最
適

な
飛

行
場

外
離

発
着

場
（

以
下

「
離

発
着

場
」

と
い

う
。
）

の
位

置
図

等
（

様
式

２
参

照
）

 
 

 
イ

 
燃

料
の

補
給

体
制

 
 

 
ウ

 
応

援
出

場
ヘ

リ
と

要
請

側
消

防
本

部
の

通
信

連
絡

方
法

 
 

 
エ

 
離

発
着

場
へ

の
職

員
の

派
遣

 
 

 
オ

 
応

援
に

伴
い

生
ず

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
一

般
人

、
建

物
等

に
対

す
る

各
種

障
害

の

除
去

等
離

発
着

に
必

要
な

措
置

 
 

 
カ

 
空

中
消

火
剤

、
救

急
救

助
資

機
材

、
隊

員
等

の
補

給
体

制
 

 
 

キ
 

そ
の

他
必

要
と

認
め

る
事

項
 

（
３

）
前

号
の

計
画

を
作

成
し

た
場

合
は

、
そ

の
う

ち
離

発
着

場
（

様
式

２
）

の
位

置
図

等
を

応
援

側
市

町
へ

あ
ら

か
じ

め
届

出
す

る
も

の
と

す
る

。
 

12
 

応
援

側
市

町
の

情
報

提
供

 
応

援
側

市
町

の
消

防
長

は
、

新
規

に
ヘ

リ
を

保
有

し
た

場
合

若
し

く
は

更
新

し
た

場
合

又

は
性

能
に

、
変

更
が

あ
っ

た
場

合
、

そ
の

情
報

を
様

式
３

に
よ

り
各

消
防

長
へ

情
報

提
供

す

る
も

の
と

す
る

。
 

13
 

航
空

機
特

別
応

援
に

要
す

る
経

費
の

負
担

区
分

 
航

空
機

特
別

応
援

に
要

す
る

経
費

の
負

担
区

分
は

、
次

の
各

号
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る

も
の

と
す

る
。

 
（

１
）

ヘ
リ

の
燃

料
費

、
隊

員
（

ヘ
リ

の
運

航
に

必
要

な
、

運
航

責
任

者
、

運
航

安
全

管
理

者

及
び

運
航

管
理

要
員

を
含

む
。
）

の
出

動
手

当
、

旅
費

、
日

当
等

経
常

経
費

に
つ

い
て

は
、

要
請

側
市

町
が

負
担

す
る

も
の

と
す

る
。

 
（

２
）

応
援

中
に

発
生

し
た

事
故

の
処

理
に

要
す

る
土

地
、

建
築

、
工

作
物

等
に

対
す

る
補

償

費
、
一

般
人

の
死

傷
に

伴
う

損
害

賠
償

そ
の

他
の

経
費

は
、
要

請
側

市
町

の
負

担
と

す
る

。

た
だ

し
、

応
援

側
市

町
の

重
大

な
過

失
に

よ
り

発
生

し
た

損
害

は
、

応
援

側
市

町
の

負
担

と
す

る
。

 
（

３
）

前
号

に
定

め
る

要
請

側
市

町
の

負
担

額
は

、
応

援
側

市
町

の
加

入
す

る
航

空
保

険
に

よ

り
支

払
わ

れ
る

金
額

を
控

除
し

た
金

額
と

す
る

。
 

（
４

）
前

３
号

に
定

め
る

も
の

以
外

に
要

し
た

そ
の

他
諸

経
費

の
負

担
に

つ
い

て
は

、
そ

の
都

度
要

請
側

市
町

の
消

防
長

と
応

援
側

市
町

の
消

防
長

が
協

議
し

決
定

す
る

も
の

と
す

る
。

 
14

 
ヘ

リ
事

故
時

の
連

絡
 

 
 

要
請

側
市

町
の

消
防

長
は

、
応

援
出

場
ヘ

リ
に

関
す

る
次

の
事

故
を

覚
知

し
た

と
き

は
、

応
援

側
市

町
の

消
防

長
に

速
や

か
に

連
絡

す
る

も
の

と
す

る
。

 
（

１
）

人
の

死
傷

に
伴

う
事

故
 

（
２

）
航

空
機

の
重

大
な

損
傷

事
故

 
（

３
）

救
難

対
策

を
必

要
と

す
る

事
故

 
 

附
 

則
 

こ
の

要
領

は
、

昭
和

５
７

年
５

月
１

２
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

 
附

 
則

 
こ

の
要

領
は

、
昭

和
６

１
年

１
１

月
２

５
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

 
附

 
則

 
 

こ
の

要
領

は
、

平
成

２
年

７
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

 
附

 
則

 
 

こ
の

要
領

は
、

平
成

１
２

年
４

月
１

３
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

 
附

 
則

 
 

こ
の

要
領

は
、

平
成

１
８

年
３

月
２

０
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

  
 

 
附

 
則

 
 

こ
の

要
領

は
、

平
成

２
５

年
４

月
１

９
日

か
ら

施
行

す
る

。
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附

 
則

 
 

こ
の

要
領

は
、

平
成

２
９

年
４

月
１

日
か

ら
施

行
す

る
。

 
 

 
 

附
則

 
 

こ
の

要
領

は
、

令
和

４
年

２
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

   別
表

１
 

 
航

空
特

別
応

援
担

当
区

域
 

応
援

側
市

町
 

担
 

当
 

区
 

域
（

要
請

市
町

）
 

横
浜

市
 

川
崎

市
、
横

須
賀

市
、
平

塚
市

、
鎌

倉
市

、
藤

沢
市

、
小

田
原

市
、
茅

ヶ
崎

市
、
 

逗
子

市
、

葉
山

町
、

大
磯

町
、

二
宮

町
、

箱
根

町
、

湯
河

原
町

 

川
崎

市
 

横
浜

市
、
相

模
原

市
、
秦

野
市

、
厚

木
市

、
大

和
市

、
伊

勢
原

市
、
海

老
名

市
、

座
間

市
、

綾
瀬

市
、

愛
川

町
 

※
委

託
区

域
を

含
む

。
 

 別
表

２
 

 
応

援
側

市
町

の
消

防
本

部
連

絡
先

 

応
援

側
市

町
 

連
絡

、
要

請
窓

口
の

名
称

 
電

話
番

号
 

電
話

フ
ァ

ク
シ

ミ
リ

 

横
浜

市
 

司
令

課
 

0
4
5
-
3
3
2
-
1
3
5
1
 

0
4
5
-
3
3
1
-
5
2
2
1
 

川
崎

市
 

指
令

課
 

0
4
4
-
2
2
3
-
2
6
4
5
 

0
4
4
-
2
2
3
-
2
6
5
4
・

2
6
5
5
 

 様
式

１
、

様
式

２
及

び
様

式
３

 
省

略
 

資
料

 
４

－
２

－
（
３

）
 

（
消

防
保

安
課

） 

東
京

湾
消

防
相

互
応

援
協

定
書

 

 

第
１
章

 
総

則
 

（
目

的
）
 

第
１

条
 こ

の
協
定

は
、

消
防

組
織

法
（
昭

和
2
2
年
法

律
第
2
2
6
号
）

第
3
9
条
の

規
定

に
基
づ

き
、

第
２

 

条
に

規
定
す

る
各

都
市

の
港
内

及
び

こ
れ

に
関
連

す
る

沿
岸

施
設
等

に
大

規
模

災
害

が
発
生

し
た

場
合

 

に
お

け
る
消

防
相

互
応

援
に
つ

い
て

必
要

な
事
項

を
定

め
る

こ
と
を

目
的

と
す

る
。

 

（
協

定
都
市

）
 

第
２

条
 こ

の
協
定

は
、

次
に

掲
げ

る
各
都

市
の

消
防

機
関
（

以
下

「
協

定
機
関

」
と

い
う

。
）
相

互
間

 

に
お

い
て
行

う
も

の
と

す
る
。

 

（
1
）

東
京

都
（
東

京
消

防
庁

）
 

（
2
）

川
崎

市
（
川

崎
市

消
防

局
）

 

（
3
）

千
葉

市
（
千

葉
市

消
防

局
）

 

（
4
）

横
浜

市
（
横

浜
市

消
防

局
）

 

（
5
）

市
川

市
（
市

川
市

消
防

局
）

 

（
対

象
と
す

る
災

害
）

 

第
３

条
 こ

の
協
定

の
対

象
と

す
る

災
害
は

、
次

に
掲

げ
る
も

の
と

す
る

。
 

（
1
）

船
舶

、
航
空

機
、

車
両

等
の

交
通
機

関
に

よ
る

大
規
模

な
火

災
又

は
危
険

物
の

流
出

事
故
 

（
2
）

大
規

模
な
危

険
物

施
設

等
の

火
災
 

（
3
）

そ
の

他
前
２

号
に

準
ず

る
大

規
模
火

災
等

 

 

第
２

章
 

相
互

応
援

 

（
応

援
要
請

）
 

第
４

条
 こ

の
協
定

に
基

づ
く

応
援

要
請
は

、
前

条
に

規
定
す

る
災

害
が

発
生
し

た
都

市
（

以
下
「

発
災

 

都
市

」
と
い

う
。

）
の

長
又
は

消
防

長
が

次
の
い

ず
れ

か
に

該
当
す

る
場

合
に

第
２

条
に
規

定
す

る
都

 

市
（

以
下
「

応
援

都
市

」
と
い

う
。

）
の

長
又
は

消
防

長
に

行
う
も

の
と

す
る

。
 

（
1
）

そ
の

災
害
が

協
定

都
市

に
拡

大
し
、

又
は

影
響

を
与
え

る
お

そ
れ

の
あ
る

場
合

 

（
2
）

発
災

都
市
の

消
防

力
に

よ
っ

て
は
防

ぎ
ょ

が
著

し
く
困

難
と

認
め

る
場
合

 

（
3
）

そ
の

災
害
を

防
除

す
る

た
め

協
定
機

関
が

保
有

す
る
特

殊
の

車
両

等
及
び

資
器

材
を

必
要
と

認
め

 

る
場

合
 

２
 
前

項
に

規
定
す

る
応

援
要

請
は

、
電
話

等
に

よ
り

次
の
事

項
を

明
ら

か
に
し

て
行

う
も

の
と
す

る
。

 

（
1
）

災
害

の
種
別

 

（
2
）

災
害

発
生
の

場
所

及
び

被
害

の
状
況

 

（
3
）

要
請

す
る
車

両
等

の
種

別
、

資
器
材

の
数

量
及

び
集
結

場
所

 

（
4
）

そ
の

他
必
要

な
事

項
 

（
応

援
隊
等

の
派

遣
）

 

第
５

条
 応

援
都
市

の
長

又
は

消
防

長
（
以

下
「

応
援

都
市
の

長
」

と
い

う
。
）

が
前

条
の

規
定
に

よ
り

 

応
援

要
請
を

受
け

た
と

き
は
、

特
別

の
理

由
が
な

い
場

合
の

ほ
か
、

応
援

を
行

う
も

の
と
す

る
。

 

２
 
前

項
の

規
定
に

よ
る

要
請

に
応

ず
る
こ

と
が

で
き

な
い
場

合
は

、
そ

の
旨
を

速
や

か
に

発
災
都

市
の

 

長
又

は
消
防

長
（

以
下

「
発
災

都
市

の
長

」
と
い

う
。

）
に

通
報
す

る
も

の
と

す
る

。
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（
消

火
用
資

器
材

等
の

調
達
手

配
）

 

第
６

条
 応

援
都
市

の
長

は
、

発
災

都
市
の

長
か

ら
消

火
用
資

器
材

等
の

調
達
及

び
輸

送
に

つ
い
て

依
頼

 

を
受

け
た
場

合
は

、
こ

れ
が
迅

速
に

行
わ

れ
る
よ

う
手

配
す

る
と
と

も
に

、
そ

の
結

果
を
発

災
都

市
の

 

長
に

通
報
す

る
も

の
と

す
る
。

 

（
応

援
隊
の

指
揮

）
 

第
７

条
 応

援
隊
の

指
揮

は
、

発
災

都
市
の

消
防

長
が

応
援
隊

の
長

を
通

じ
て
行

う
も

の
と

す
る
。

た
だ

 

し
、

緊
急
の

場
合

は
直

接
隊
員

に
行

う
こ

と
が
で

き
る

。
 

（
報

告
）
 

第
８

条
 応

援
隊
の

長
は

、
消

防
行

動
の
結

果
を

速
や

か
に
発

災
都

市
の

長
に
報

告
す

る
も

の
と
す

る
。

 

（
災

害
概
要

の
通

報
）

 

第
９

条
 発

災
都
市

の
長

は
、

消
防

行
動
終

了
後

速
や

か
に
災

害
の

概
要

を
応
援

都
市

の
長

に
通
報

す
る

 

も
の

と
す
る

。
 

 

第
３

章
 

連
絡

会
議

 

（
連

絡
会
議

）
 

第
1
0
条

 協
定

事
務

の
円

滑
な

推
進

を
図
る

た
め

、
必

要
の
都

度
協

定
機

関
間
に

お
い

て
連

絡
会
議

を
開

 

く
も

の
と
す

る
。

 

（
協

議
連
絡

事
項

）
 

第
1
1
条

 連
絡

会
議

は
、

次
の

各
号

に
つ
い

て
行

う
も

の
と
す

る
。

 

（
1
）

消
防

相
互
応

援
要

領
の

円
滑

化
に
関

す
る

こ
と

。
 

（
2
）

協
定

機
関
の

消
防

現
勢

、
消

防
事
象

、
特

殊
災

害
等
の

資
料

の
交

換
に
関

す
る

こ
と

。
 

（
3
）

協
定

都
市
間

の
消

防
演

習
に

関
す
る

こ
と

。
 

（
4
）

警
防

技
術
に

関
す

る
こ

と
。

 

（
5
）

消
防

資
器
材

の
開

発
、

研
究

資
料
の

交
換

に
関

す
る
こ

と
。

 

（
6
）

そ
の

他
必
要

な
事

項
 

 

第
４

章
 

経
費

負
担

 

（
経

費
負
担

）
 

第
1
2
条

 こ
の

協
定

を
実

施
す

る
た

め
必
要

な
経

費
は

、
次
の

区
分

に
よ

り
負
担

す
る

も
の

と
す
る

。
 

（
1
）

こ
の

協
定
に

基
づ

く
応

援
に

要
す
る

経
費

の
う

ち
人
件

費
、

消
費

燃
料
費

等
の

経
常

的
経
費

、
公

 

務
災

害
補
償

費
及

び
事

故
に
よ

り
生

じ
た

経
費
は

応
援

側
の

負
担
と

し
、

こ
れ

以
外

の
経
費

は
、

発
 

災
都

市
の
負

担
と

す
る

。
 

（
2
）

第
６

条
の
規

定
に

基
づ

く
経

費
は
、

発
災

都
市

の
負
担

と
す

る
。

た
だ
し

、
応

援
都

市
の
職

員
を

 

し
て
行

う
輸

送
、

連
絡
等

に
要

す
る

経
費
は

、
応

援
都

市
の
負

担
と

す
る

。
 

 

第
５
章

 
雑

則
 

（
実

施
細
部

）
 

第
1
3
条

 こ
の

協
定

に
特

別
の

定
め

が
あ
る

も
の

を
除

く
ほ
か

、
こ

の
協

定
の
実

施
に

つ
い

て
必
要

な
事

 

項
は

、
協
定

機
関

の
消

防
長
が

協
議

し
て

定
め
る

も
の

と
す

る
。
 

（
疑

義
）
 

第
1
4
条

 こ
の

協
定

の
実

施
に

つ
い

て
疑
義

を
生

じ
た

と
き
は

、
そ

の
都

度
当

事
者

間
に

お
い

て
協

議
し

、
 

決
定

す
る
も

の
と

す
る

。
 

（
協

定
書
の

保
管

）
 

第
1
5
条

 こ
の

協
定

を
証

す
る

た
め

正
本
５

通
を

作
成

し
、
協

定
機

関
が

そ
れ
ぞ

れ
１

通
を

保
管
す

る
も

 

の
と

す
る
。

 

   
  
 
 
 
附
 
則

 

１
 
こ

の
協

定
は
、

平
成

２
年

６
月

１
日
か

ら
効

力
を

生
ず
る

。
 

２
 
こ

の
協

定
の
締

結
に

伴
い

、
昭

和
51
年

４
月

１
日

東
京
都

、
川

崎
市

、
千
葉

市
及

び
横

浜
市
間

に
お

 

い
て

締
結
し

た
東

京
湾

消
防
相

互
応

援
協

定
は
効

力
を

失
う

。
 

  
  
 
平

成
２

年
５

月
2
9
日
 

 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 

東
京

消
防

庁
消

防
長
消

防
総

監
 

 
 
中

 
條

 
永
 

吉
 

 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
川

崎
市

市
長

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 高

 
橋

 
 
 

清
 

 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
千

葉
市

市
長

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 松

 
井

 
 
 

旭
 

 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
横

浜
市

市
長

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 高

 
秀

 
秀
 

信
 

 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
市

川
市

市
長

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 高

 
橋

 
國
 

雄
 

  

附
 
則

 

１
 
こ

の
協

定
は
、

平
成

２
年

６
月

１
日
か

ら
効

力
を

生
ず
る

。
 

２
 
こ

の
協

定
の
締

結
に

伴
い

、
昭

和
51
年

４
月

１
日

東
京
都

、
川

崎
市

、
千
葉

市
及

び
横

浜
市
間

に
お

 

い
て

締
結
し

た
東

京
湾

消
防
相

互
応

援
協

定
は
効

力
を

失
う

。
 

  
  
 
平

成
２

年
５

月
2
9
日
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
東
京

消
防

庁
消

防
長
消

防
総

監
 

 
 
中

 
條

 
永
 

吉
 

 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
川

崎
市

市
長

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 高

 
橋

 
 
 

清
 

 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
千

葉
市

市
長

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 松

 
井

 
 
 

旭
 

 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
横

浜
市

市
長

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 高

 
秀

 
秀
 

信
 

 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
市

川
市

市
長

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 高

 
橋

 
國
 

雄
 

  

附
 
則

 

こ
の

協
定
は

、
平

成
1
8
年

12
月

12
日

か
ら

効
力
を

生
ず

る
。

 

  
  
 
平

成
1
8
年

1
2
月

1
2
日

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
東
京

消
防

庁
消

防
長
消

防
総

監
 

 
 
関

 
口

 
和
 

重
 

 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
川

崎
市

市
長

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 阿

 
部

 
孝
 

夫
 

 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
千

葉
市

市
長

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 鶴

 
岡

 
啓
 

一
 

 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
横

浜
市

市
長

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 中

 
田

 
 
 

宏
 

 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
市

川
市

市
長

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 千

 
葉

 
光
 

行
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神
奈

川
県

消
防

広
域

応
援

体
制

に
係

る
航

空
機

応
援

実
施

要
領

 
 １

 
目

的
 

 
 

こ
の

航
空

機
応

援
実

施
要

領
（

以
下
「

要
領

」
と

い
う

。
）
は

、
神

奈
川

県
下

消
防

相
互

応

援
協

定
第

２
条

第
３

号
及

び
消

防
防

災
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
出

動
等

に
係

る
協

定
第

３
条

の
規

定

に
基

づ
く

、
災

害
発

生
地

の
市

町
村

が
回

転
翼

航
空

機
（

以
下
「

ヘ
リ

」
と

い
う

。
）
を

用
い

た
消

防
に

関
す

る
応

援
(
以

下
「

航
空

機
応

援
」

と
い

う
。

)
が

円
滑

、
か

つ
、

迅
速

に
行

わ

れ
る

よ
う

要
請

手
続

き
そ

の
他

必
要

な
事

項
に

つ
い

て
定

め
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

２
 

用
語

の
定

義
 

(
1
)
 
 
応

援
側

市
 

 
 

 
ヘ

リ
を

保
有

し
、
県

の
要

請
に

基
づ

き
ヘ

リ
の

応
援

を
行

う
横

浜
市

及
び

川
崎

市
を

い
う

。
 

(
2
)
 
 
要

請
側

市
町

村
 

 
 

 
災

害
等

が
発

生
し

、
又

は
そ

の
発

生
の

お
そ

れ
の

あ
る

場
合

で
、
ヘ

リ
に

よ
る

応
援

を
必

要
と

す
る

市
町

村
を

い
う

。
 

３
 

対
象

と
す

る
災

害
 

 
 

航
空

機
応

援
の

対
象

と
な

る
災

害
は

、
次

の
各

号
に

掲
げ

る
災

害
で

、
ヘ

リ
を

使
用

す
る

こ
と

が
消

防
機

関
の

活
動

に
と

っ
て

極
め

て
有

効
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

も
の

と
す

る
。

 

(
1
)
 
 
地

震
、

風
水

害
等

の
自

然
災

害
 

(
2
)
 
 
陸

上
又

は
海

上
か

ら
の

接
近

が
著

し
く

困
難

な
地

域
で

の
、

大
火

災
、

大
災

害
、

大
事

故
等

 

(
3
)
 
 
高

層
建

築
物

の
火

災
 

(
4
)
 
 
航

空
機

事
故

、
列

車
事

故
等

集
団

救
助

救
急

事
故

 

(
5
)
 
 
そ

の
他

前
各

号
に

掲
げ

る
災

害
に

準
ず

る
災

害
 

４
 

航
空

機
応

援
の

種
別

 

 
 

航
空

機
応

援
の

種
別

は
、

主
な

任
務

に
よ

り
次

の
各

号
の

と
お

り
区

分
す

る
。

 

(
1
)
 
 
調

査
出

場
 

現
場

把
握

、
情

報
収

集
、

指
揮

支
援

等
の

た
め

の
出

場
 

(
2
)
 
 
火

災
出

場
 

消
火

活
動

の
た

め
の

出
場

 

(
3
)
 
 
救

助
出

場
 

人
命

救
助

の
た

め
の

特
別

な
活

動
を

要
す

る
場

合
の

出
場

（
こ

れ
に

付
随

す
る

救
急

搬

送
活

動
含

む
。
）

 

(
4
)
 
 
救

急
出

場
 

救
急

患
者

搬
送

の
た

め
の

出
場

で
、

特
別

な
人

命
救

助
活

動
を

伴
わ

な
い

も
の

 

(
5
)
 
 
救

援
出

場
 

資
料

４
－

２
－

(４
)

（
消

防
保

安
課

）

救
援

物
資

、
資

機
材

、
人

員
等

の
搬

送
の

た
め

の
出

場
 

５
 

航
空

機
応

援
の

担
当

区
域

 

 
 

応
援

側
市

の
応

援
担

当
区

域
は

、
別

表
１

の
と

お
り

と
す

る
。

 

た
だ

し
、

災
害

発
生

地
の

消
防

長
が

複
数

の
ヘ

リ
出

場
を

必
要

と
認

め
た

場
合

又
は

応
援

側
市

の
航

空
機

が
出

場
で

き
な

い
場

合
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

６
 

航
空

機
応

援
の

出
場

限
定

条
件

 

 
 

航
空

機
応

援
の

出
場

限
定

条
件

は
、

次
の

各
号

の
と

お
り

と
す

る
。

 

(
1
)
 
 
出

場
時

間
帯

は
、

原
則

と
し

て
日

出
か

ら
日

没
ま

で
と

す
る

。
 

(
2
)
 
 
気

象
状

態
は

、
航

空
法
（

昭
和

２
７

年
７

月
１

５
日

法
律

第
２

３
１

号
)
の

定
め

る
と

こ

ろ
に

よ
る

。
 

７
 

航
空

機
応

援
の

要
請

手
続

 

 
(
1
)
 
 
要

請
側

市
町

村
の

消
防

長
は

、
航

空
機

応
援

を
必

要
と

み
と

め
た

場
合

は
、

様
式

１
に

よ
り

次
の

事
項

を
応

援
側

市
の

応
援

担
当

区
域

に
基

づ
き

、
該

当
応

援
側

市
に

連
絡

す
る

と
と

も
に

、
神

奈
川

県
知

事
(
以

下
「

県
知

事
」

と
い

う
。

)
へ

要
請

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 
 

ｱ
 

必
要

と
す

る
応

援
の

種
別

及
び

そ
の

具
体

的
内

容
 

 
 

ｲ
 

応
援

活
動

に
必

要
な

資
機

材
等

 

 
 

ｳ
 

離
発

着
可

能
な

場
所

及
び

給
油

体
制

 

 
 

ｴ
 

災
害

現
場

の
最

高
指

揮
者

の
職

及
び

氏
名

並
び

に
無

線
に

よ
る

連
絡

の
方

法
 

 
 

ｵ
 

離
発

着
場

に
お

け
る

資
機

材
の

準
備

状
況

 

 
 

ｶ
 

現
場

付
近

で
活

動
中

の
他

機
関

の
航

空
機

及
び

ヘ
リ

の
活

動
状

況
 

 
 

ｷ
 

他
の

消
防

本
部

に
ヘ

リ
の

応
援

を
要

請
し

て
い

る
場

合
の

消
防

本
部

名
 

 
 

ｸ
 

気
象

の
状

況
 

ｹ
 

ヘ
リ

の
誘

導
方

法
 

ｺ
 

そ
の

他
必

要
な

事
項

 

(
2
)
 
 
県

知
事

は
、

応
援

担
当

区
域

に
基

づ
く

、
応

援
側

市
に

航
空

機
応

援
の

出
動

要
請

を
行

う
。

 

 
 
 
 

な
お

、
災

害
発

生
地

の
消

防
長

が
複

数
の

ヘ
リ

出
場

を
要

請
し

た
場

合
又

は
応

援
担

当

区
域

の
応

援
側

市
の

航
空

機
が

出
場

で
き

な
い

場
合

は
、

応
援

担
当

区
域

外
の

応
援

側
市

と
調

整
す

る
。

 

(
3
)
 
 
神

奈
川

県
の

連
絡

先
は

、
別

表
２

の
と

お
り

と
す

る
。

 

(
4
)
 
 
応

援
側

市
の

消
防

本
部

連
絡

先
は

、
別

表
３

の
と

お
り

と
す

る
。

 

(
5
)
 
 
要

請
事

項
は

、
電

話
、

フ
ァ

ク
シ

ミ
リ

等
に

よ
っ

て
様

式
1
に

よ
り

明
確

に
連

絡
す

る

と
と

も
に

、
後

日
、

正
式

文
書

を
送

付
す

る
も

の
と

す
る

。
 

８
 

航
空

機
応

援
の

決
定

の
通

知
 

 
 

応
援

側
市

の
消

防
長

は
、

前
項

の
航

空
機

応
援

の
出

動
要

請
に

基
づ

い
て

、
応

援
を

行
う
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こ
と

を
決

定
し

た
場

合
に

は
、

要
請

側
市

町
村

の
消

防
長

へ
応

援
を

決
定

し
た

旨
を

連
絡

す

る
も

の
と

す
る

。
 

９
 

航
空

機
応

援
の

中
断

 

(
1
)
 

応
援

側
市

の
都

合
で

ヘ
リ

を
復

帰
さ

せ
る

べ
き

特
別

な
事

態
が

生
じ

た
場

合
は

、
応

援

側
市

の
消

防
長

は
、

要
請

側
市

町
村

の
消

防
長

と
協

議
し

て
航

空
機

応
援

を
中

断
す

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

す
る

。
 

(
2
)
 

航
空

機
応

援
を

中
断

す
る

場
合

、
応

援
側

市
の

消
防

長
は

、
県

知
事

に
そ

の
旨

を
報

告

す
る

も
の

と
す

る
。

 

1
0
 

航
空

機
応

援
の

始
期

及
び

終
期

 

(
1
)
 
 
航

空
機

応
援

は
、

(
2
)
及

び
(
3
)
に

定
め

る
場

合
を

除
き

ヘ
リ

が
航

空
機

応
援

の
命

を
受

け
た

と
き

に
始

ま
り

、
ヘ

リ
ポ

ー
ト

に
帰

投
し

た
と

き
に

終
了

す
る

も
の

と
す

る
。

要
請

側
市

町
村

に
よ

り
航

空
機

応
援

の
要

請
が

撤
回

さ
れ

た
場

合
も

同
様

と
す

る
。

 

(
2
)
 
 
ヘ

リ
が

ヘ
リ

ポ
ー

ト
以

外
の

場
所

に
あ

る
と

き
に

、
飛

行
目

的
を

変
更

し
て

航
空

機
応

援
出

場
す

べ
き

命
令

が
あ

っ
た

と
き

は
、

そ
の

と
き

か
ら

航
空

機
応

援
が

始
ま

る
も

の
と

す
る

。
 

(
3
)
 
 
ヘ

リ
が

、
航

空
機

応
援

に
出

動
中

に
前

項
の

規
定

の
基

づ
き

、
航

空
機

応
援

が
中

断
さ

れ
、

応
援

側
市

に
復

帰
す

べ
き

命
令

が
あ

っ
た

と
き

は
、

そ
の

と
き

を
も

っ
て

航
空

機
応

援
は

終
了

す
る

も
の

と
す

る
。

 

1
1
 

航
空

機
応

援
の

た
め

の
出

場
し

た
ヘ

リ
の

指
揮

等
 

(
1
)
 
 
航

空
機

応
援

の
た

め
の

出
場

し
た

ヘ
リ

の
指

揮
は

、
要

請
側

市
町

村
の

消
防

長
の

定
め

る
災

害
現

場
の

最
高

指
揮

者
が

行
う

も
の

と
す

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
当

該
ヘ

リ
に

搭
乗

し
て

い
る

指
揮

者
が

ヘ
リ

の
運

航
に

重
大

な
支

障
が

あ
る

と
認

め
た

と
き

は
、

そ
の

旨
、

最
高

指
揮

者
に

通
告

す
る

も
の

と
す

る
。

 

(
2
)
 
 
当

該
ヘ

リ
に

搭
乗

し
て

い
る

指
揮

者
は

、
活

動
に

当
た

っ
て

要
請

側
市

町
村

の
消

防
本

部
の

基
地

局
及

び
災

害
現

場
の

最
高

責
任

者
と

緊
密

な
連

絡
を

と
る

も
の

と
す

る
。

 

1
2
 

活
動

結
果

の
報

告
 

応
援

側
市

は
、

応
援

活
動

終
了

後
、

神
奈

川
県

下
消

防
相

互
応

援
協

定
に

基
づ

く
覚

書
様

式
１

に
よ

り
、

県
知

事
及

び
要

請
側

市
町

村
の

消
防

長
に

活
動

結
果

を
報

告
す

る
も

の
と

す

る
。

 

1
3
 

航
空

機
応

援
に

係
る

要
請

側
市

町
村

の
事

前
計

画
等

 

(
1
)
 
 
要

請
側

市
町

村
は

、
航

空
機

応
援

を
受

け
て

消
防

活
動

を
行

う
場

合
の

計
画

を
あ

ら
か

じ
め

作
成

し
て

お
く

も
の

と
す

る
。

 

(
2
)
 
 
要

請
側

市
町

村
の

事
前

計
画

に
定

め
る

事
項

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。
 

 
 

ｱ
 

地
域

防
災

計
画

に
定

め
る

離
発

着
場

の
う

ち
、
ヘ

リ
の

活
動

拠
点

と
し

て
最

適
な

飛
行

場
外

離
発

着
場

（
以

下
「

離
発

着
場

」
と

い
う

。
）

の
位

置
図

等
（

様
式

２
参

照
）

 

 
 

ｲ
 

燃
料

の
補

給
体

制
 

 
 

ｳ
 

応
援

出
場

ヘ
リ

と
要

請
側

消
防

本
部

の
通

信
連

絡
方

法
 

 
 

ｴ
 

離
発

着
場

へ
の

職
員

の
派

遣
 

 
 

ｵ
 

応
援

に
伴

い
生

ず
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

一
般

人
、
建

物
等

に
対

す
る

各
種

障
害

の
除

去
等

離
発

着
に

必
要

な
措

置
 

 
 

ｶ
 

空
中

消
火

剤
、

救
急

救
助

資
機

材
、

隊
員

等
の

補
給

体
制

 

 
 

ｷ
 

そ
の

他
必

要
と

認
め

る
事

項
 

(
3
)
 
 
前

号
の

計
画

を
作

成
し

た
場

合
は

、
そ

の
う

ち
離

発
着

場
（

様
式

２
）

の
位

置
図

等
を

応
援

側
市

へ
あ

ら
か

じ
め

届
出

す
る

も
の

と
す

る
。

 

1
4
 

応
援

側
市

の
情

報
提

供
 

応
援

側
市

の
消

防
長

は
、

新
規

に
ヘ

リ
を

保
有

し
た

場
合

若
し

く
は

更
新

し
た

場
合

又
は

性
能

に
、

変
更

が
あ

っ
た

場
合

、
そ

の
情

報
を

様
式

３
に

よ
り

県
知

事
及

び
各

消
防

長
へ

情

報
提

供
す

る
も

の
と

す
る

。
 

1
5
 

航
空

機
応

援
に

要
す

る
経

費
の

負
担

区
分

 

航
空

機
応

援
に

要
す

る
経

費
の

負
担

区
分

は
、

次
の

各
号

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

も
の

と
す

る
。

 

(
1
)
 
 
ヘ

リ
の

燃
料

費
、

隊
員

（
ヘ

リ
の

運
航

に
必

要
な

、
運

航
責

任
者

、
運

航
安

全
管

理
者

及
び

運
航

管
理

要
員

を
含

む
。
）

の
出

動
手

当
、

旅
費

、
日

当
等

経
常

経
費

に
つ

い
て

は
、

要
請

側
市

町
村

が
負

担
す

る
も

の
と

す
る

。
 

(
2
)
 
 
応

援
中

に
発

生
し

た
事

故
の

処
理

に
要

す
る

土
地

、
建

築
、

工
作

物
等

に
対

す
る

補
償

費
、

一
般

人
の

死
傷

に
伴

う
損

害
賠

償
そ

の
他

の
経

費
は

、
要

請
側

市
町

村
の

負
担

と
す

る
。

た
だ

し
、

応
援

側
市

の
重

大
な

過
失

に
よ

り
発

生
し

た
損

害
は

、
応

援
側

市
の

負
担

と
す

る
。

 

(
3
)
 
 
前

号
に

定
め

る
要

請
側

市
町

村
の

負
担

額
は

、
応

援
側

市
の

加
入

す
る

航
空

保
険

に
よ

り
支

払
わ

れ
る

金
額

を
控

除
し

た
金

額
と

す
る

。
 

(
4
)
 
 
前

３
号

に
定

め
る

も
の

以
外

に
要

し
た

そ
の

他
諸

経
費

の
負

担
に

つ
い

て
は

、
そ

の
都

度
要

請
側

市
町

村
の

消
防

長
と

応
援

側
市

の
消

防
長

が
協

議
し

決
定

す
る

も
の

と
す

る
。

 

1
6
 

ヘ
リ

事
故

時
の

連
絡

 

 
 

要
請

側
市

町
村

の
消

防
長

は
、

応
援

出
場

し
た

ヘ
リ

に
関

す
る

次
の

事
故

を
覚

知
し

た
と

き
は

、
県

知
事

及
び

応
援

側
市

の
消

防
長

に
速

や
か

に
連

絡
す

る
も

の
と

す
る

。
 

(
1
)
 
 
人

の
死

傷
に

伴
う

事
故

 

(
2
)
 
 
航

空
機

の
重

大
な

損
傷

事
故

 

(
3
)
 
 
救

難
対

策
を

必
要

と
す

る
事

故
 

 

附
 

則
 

455



こ
の

要
領

は
、

平
成

２
８

年
４

月
１

日
か

ら
施

行
す

る
。

 

 
 

附
 

則
 

 
こ

の
要

領
は

、
令

和
２

年
４

月
１

日
か

ら
施

行
す

る
。

 

 
 

 
附

 
則

 

 
こ

の
要

領
は

、
令

和
４

年
９

月
１

日
か

ら
施

行
す

る
。

 

別
表

１
 

 

応
援

側
市

及
び

航
空

応
援

担
当

区
域

 

応
援

側
市

 
担

 
当

 
区

 
域

（
市

町
村

）
 

横
浜

市
 

川
崎

市
、
横

須
賀

市
、
平

塚
市

、
鎌

倉
市

、
藤

沢
市

、
小

田
原

市
、
茅

ヶ
崎

市
、
 

逗
子

市
、

葉
山

町
、

大
磯

町
、

二
宮

町
、

箱
根

町
、

湯
河

原
町

 

川
崎

市
 

横
浜

市
、
相

模
原

市
、
秦

野
市

、
厚

木
市

、
大

和
市

、
伊

勢
原

市
、
海

老
名

市
、

座
間

市
、

綾
瀬

市
、

愛
川

町
 

※
委

託
区

域
を

含
む

。
 

 別
表

２
 

 

神
奈

川
県

の
連

絡
先

 

要
請

先
 

区
分

 
連

絡
、
要

請
窓

口
の

名
称

 
電

話
番

号
 

電
話

フ
ァ

ク
シ

ミ
リ

 

神
奈

川
県

 
平

日
 

消
防

保
安

課
 

0
4
5
-
2
1
0
-
3
4
3
6
 

0
4
5
-
2
1
0
-
8
8
2
9
 

休
日

 
指

令
情

報
室

 
0
4
5
-
2
1
0
-
3
4
5
6
 

0
4
5
-
2
0
1
-
6
4
0
9
 

  別
表

３
 

 

応
援

側
市

の
消

防
本

部
連

絡
先

 

応
援

側
市

 
連

絡
、

要
請

窓
口

の
名

称
 

電
話

番
号

 
電

話
フ

ァ
ク

シ
ミ

リ
 

横
浜

市
 

司
令

課
 

0
4
5
-
3
3
2
-
1
3
5
1
 

0
4
5
-
3
3
1
-
5
2
2
1
 

川
崎

市
 

指
令

課
 

0
4
4
-
2
2
3
-
2
6
4
5
 

0
4
4
-
2
2
3
-
2
6
5
4
・

2
6
5
5
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資
料

　
４

－
３

－
(1

)
　

（
住

宅
計

画
課

）

457



458



459



460



461



462



463



464



465



466



資
料

４
－

３
－

（２
）

（住
宅

計
画

課
）

467



468



469



470



471



472



1 

神
奈

川
県

広
域

火
葬

計
画

第
１

 
総

則
 

１
 
目
的
 

 
 

 
こ
の

計
画

は
、

神
奈

川
県

地
域

防
災

計
画
及

び
神

奈
川

県
医

療
救

護
計

画
に

定
め

ら
れ

た
埋

・

火
葬

対
策

の
円

滑
な
実

施
及

び
遺

体
の

適
正

な
取
扱
い

を
確

保
す

る
た

め
、

県
、

市
町

村
及

び
火

葬
場

設
置

者
が

行
う
べ

き
基

本
的

事
項

を
定

め
、
も
っ

て
被

災
市

町
村

に
お

け
る

公
衆

衛
生

の
確

保
及
び

遺
族
等

の
精
神

的
安
寧
を

図
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

 

２
 

定
義
 

 
（

１
）
こ

の
計

画
に

お
い

て
「

災
害

等
」

と
は
、

大
規

模
災

害
、

我
が

国
に

対
す

る
外

部
か

ら
の

武

力
攻
撃

及
び

新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
の
感
染
症

の
大
流
行

を
い

う
。

 

（
２

）
こ
の

計
画

に
お

い
て
「

広
域

火
葬

」
と
は

、
災

害
等

に
よ

り
被

災
市

町
村

が
平

常
時

に
使

用

し
て

い
る

火
葬
場
の

火
葬
能
力

だ
け
で

は
、

当
該
市
町

村
内

の
遺

体
の

火
葬

を
行

う
こ

と
が

不

可
能

と
な

っ
た
場
合

（
当
該
火

葬
場
が

被
災

し
て
稼
働

で
き

な
く

な
っ

た
場

合
を

含
む

。
）

に

お
い
て

、
主

に
県
内

の
火
葬
場
を

活
用
し
て
広
域

的
に
火
葬

を
行

う
こ

と
を
い

う
。

 

３
 

基
本

方
針
 

 
 

 
県

、
市

町
村

及
び
火

葬
場

設
置

者
は

、
災
害
等

に
よ

り
広

域
火

葬
が

必
要

に
な

っ
た

場
合

は
、

こ
の

計
画

に
基

づ
き

広
域
火
葬

を
実
施

す
る

と
と
も
に

遺
体

の
取

扱
い

に
配

慮
す

る
も

の
と

す
る

。 

４
 

災
害

時
相

互
応
援
協

定
と

の
関
連
性
 

 
 

 
こ

の
計

画
は

、
災
害

対
策

基
本

法
（

以
下
「
法

」
と

い
う

。
）

第
５

条
の

２
及

び
第

８
条

第
２

項
第

１
２

号
の

規
定

に
基
づ
き

他
の
地

方
公

共
団
体
と

締
結

し
た

相
互

応
援

協
定

等
と

整
合

性
を

図
り

、
こ

れ
ら

と
あ

い
ま
っ
て

円
滑
な

広
域

火
葬
の
実

施
及

び
遺

体
の

適
正

な
取

扱
い

に
対

応
す

る
も
の

と
す
る

。
 

第
２

 
事

前
対

策
計

画
 

１
 
火

葬
場
及

び
連
絡
担

当
部

局
等

の
把
握
 

 
 
 

県
は
、

次
の

事
項
を

定
期
的

に
把
握

し
、
市
町

村
に

情
報

提
供
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 
 

 
ま
た

、
火

葬
場

を
設

置
す

る
一

部
事

務
組
合

（
以

下
「

一
部

事
務

組
合
」

と
い

う
。

）
に

対
し

て
も
、

同
様
の

扱
い
と

す
る
。
 

 
（

１
）
県

内
及

び
近

隣
都

県
（

関
東

地
方

知
事
会

、
関

東
甲

信
越

静
ブ

ロ
ッ
ク

環
境

衛
生

主
管

課
長

会
及

び
九

都
県
市
首

脳
会
議

を
構

成
す

る
都

県
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）
内

の
火

葬
場

に
係

る

名
称

、
所

在
地
、
連

絡
先
、

火
葬

炉
数

、
火

葬
炉

の
型

式
、

使
用

燃
料

、
周

辺
交

通
事

情
及

び

そ
の
他

必
要

な
事
項

 

 
（

２
）
市

町
村

及
び

近
隣

都
県

の
広

域
火

葬
に
係

る
連

絡
担

当
部

局
の

名
称
、

連
絡

先
及

び
そ

の
他

必
要
な

事
項

 

２
 

広
域

火
葬

等
実
施
組
織

の
整
備
 

 
（

１
）

市
町

村
は

、
災
害

等
発

生
時

の
遺

体
の
取

扱
い

体
制
、

火
葬

実
施

体
制

、
情

報
伝

達
等

に
つ

い
て
、

あ
ら

か
じ
め

定
め
て
お
く

も
の
と
す

る
。
 

 
（

２
）

一
部

事
務

組
合
は

、
災

害
等

発
生

時
の
火

葬
実

施
体
制

、
情

報
伝

達
等

に
つ

い
て

構
成

市
町

と
協
議

し
、

あ
ら
か

じ
め
定
め
て

お
く
も
の

と
す
る

。
 

 
（

３
）

民
間

の
火

葬
場
設

置
者

に
あ

っ
て

は
、
災

害
等

発
生
時

の
火

葬
受

入
体

制
、

情
報

伝
達

等
の

整
備
に

努
め

る
も
の

と
す
る
。
 

 
（
４

）
県
は

、
前

記
（
１
）
か

ら
（
３
）
ま
で
に

関
し
て

必
要

な
協

力
等

を
行
う

も
の

と
す
る

。
 

資
料

　
４

－
４

－
(1

)
（生

活
衛

生
課

）

2 

３
 

資
器

材
等

の
確

保
及

び
関

係
事

業
者

と
の

協
定

締
結

 

 
 

 
市

町
村

は
、

必
要

に
応
じ

て
次

の
事

項
に

係
る

措
置

を
講

じ
て

お
く

も
の
と

す
る

。
 

 
（

１
）
災
害

等
発

生
時

に
使

用
す

る
遺

体
安

置
所

の
確

保
、
棺

及
び

遺
体

保
存

剤
（

ド
ラ

イ
ア

イ
ス

）

の
確

保
、

作
業

要
員

の
確

保
方

法
並

び
に

火
葬

場
ま
で

の
搬

送
手

段
の

確
保

方
法

及
び

搬
送

経

路
及

び
そ

の
他

必
要

な
事

項
 

（
２

）
感
染

性
遺

体
を

収
納

す
る

際
に

必
要

と
さ

れ
る

非
透

過
性

納
体

袋
の

確
保

、
及

び
作

業
要

員

の
感

染
を

防
止

す
る

た
め

の
手

袋
、

マ
ス

ク
等

感
染

予
防

の
た

め
の

物
品

の
確
保

方
法

 

（
３

）
災
害

等
発

生
時

に
お

け
る

資
器

材
の

確
保

を
目

的
と

し
た

葬
祭

業
者

、
霊

柩
車

運
行

業
者

等

の
関

係
事

業
者

又
は

関
係

団
体

と
の

協
定

の
締

結
 

 
（

４
）

遺
体

の
搬

送
及

び
資

器
材

の
搬

送
に

使
用

を
予

定
し

て
い

る
車

両
に

つ
い

て
は

、
法

第
７

６

条
第

１
項

に
規

定
す

る
緊

急
通

行
車

両
と

し
て

、
県
公

安
委

員
会

に
事

前
に

確
認

を
受

け
て

お

く
も

の
と

す
る

。
 

４
 

情
報

伝
達

手
段

等
の

整
備

 

 
 

 
県

は
、

市
町

村
、

火
葬

場
設

置
者

及
び

近
隣

都
県

間
の

広
域

火
災

の
円

滑
化

を
確

保
す

る
た

め

に
必

要
な

情
報

伝
達

の
手
順

、
書

類
様

式
等

を
あ

ら
か

じ
め

定
め

て
お

く
も

の
と

す
る

。
 

５
 

広
域

火
葬

の
模

擬
計

画
及

び
訓

練
 

（
１
）

市
町

村
及

び
火

葬
場

設
置

者
は

災
害

等
の

種
類

及
び

規
模

、
死

亡
者

数
及

び
所

在
、

火
葬

場

の
被
害

状
況

、
周

辺
交

通
事

情
等

、
複

数
の

被
害

状
況

を
想

定
し

、
各

状
況

に
応

じ
た

広
域

火

葬
の
模

擬
計

画
の

作
成

に
努

め
る

も
の

と
す

る
。

 

（
２

）
県

は
、
必

要
に

応
じ

て
次

の
事

項
を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

 
 

 
ア

 
市

町
村

等
関

係
者
に

対
す

る
広

域
火

葬
計

画
の

周
知

徹
底

 

 
 

 
イ

 
被

害
想

定
に

応
じ
た

広
域

火
葬

訓
練

の
実

施
 

第
３

 
災

害
等

発
生

時
対

応
計

画
 

１
 

広
域

火
葬

支
援
班

の
設

置
 

 
 

 
県

は
、

広
域

火
葬

が
必

要
で

あ
る

と
判

断
し

た
場

合
は

、
広

域
火

葬
支

援
班

を
保

健
福

祉
局

生

活
衛

生
部

生
活

衛
生

課
に

設
置

（
法

に
基

づ
く

災
害

対
策

本
部

が
設

置
さ

れ
て

い
る

場
合

は
、

同

本
部

と
す

る
。

）
し

、
情

報
の

収
集

及
び

災
害

規
模

等
に

応
じ

た
応

援
可

能
な

火
葬

場
の

選
定

を

行
い

、
効

率
的

な
広

域
火
葬

を
推

進
す

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

被
災

状
況

の
把

握
 

（
１
）
火

葬
場

を
設

置
す

る
市

町
及

び
一

部
事

務
組

合
（

以
下
「

火
葬

場
設
置

市
町

等
」
と

い
う

。
）

は
、

災
害

等
発

生
後

、
速

や
か

に
火

葬
場

の
被

災
状

況
、

火
葬

要
員

の
安

否
及

び
出

動
の

可
能

性
並
び

に
火
葬

能
力

等
の

把
握
を

行
い

、
県

に
報
告

す
る

も
の

と
す

る
。

 

（
２
）

民
間

の
火

葬
場

設
置

者
は
、

前
記

の
報
告

を
行

う
よ

う
努

め
る

も
の

と
す
る

。
 

（
３

）
被

災
市

町
村

は
、

災
害

等
発

生
後

、
速

や
か

に
区

域
内

の
死

者
数

の
把

握
を

行
い

、
県

に
報

告
す
る

も
の
と

す
る

。
 

（
４

）
県

は
、

前
記

（
１

）
か

ら
（

３
）

ま
で

の
報

告
及

び
神

奈
川

県
災

害
情

報
管

理
シ

ス
テ

ム
に

よ
り
被

害
状
況

を
把

握
し

、
速
や

か
に

厚
生

労
働
省

に
報

告
す

る
も

の
と

す
る
。
 

３
 

広
域

火
葬

の
応

援
・

協
力

の
要

請
 

（
１

）
被

災
市

町
村

は
、

広
域

火
葬

が
必

要
と

判
断

し
た

と
き

は
、

速
や

か
に

県
に

対
し

て
広

域
火

葬
の
応

援
を
要

請
す

る
も

の
と
す

る
。

 

（
２

）
県

は
、

被
災

市
町

村
か

ら
の

応
援

要
請

又
は

県
自

ら
の

判
断

に
よ

り
、

火
葬

場
設

置
者

及
び

必
要

に
応

じ
て

近
隣

都
県

に
対

し
、

広
域

火
葬

の
応

援
依

頼
を

行
う

と
と

も
に

、
厚

生
労

働
省

に
そ
の

旨
を
報

告
す

る
も

の
と
す

る
。
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3 

（
３

）
県
は

、
県

内
の

火
葬
場

及
び

近
隣
都

県
だ

け
で

は
広
域

火
葬

へ
の

対
応

が
困

難
で

あ
る

と
判

断
し

た
場
合

は
、

速
や

か
に
厚

生
労

働
省
に

対
し

近
隣

都
県

以
外

の
道

府
県

（
以

下
「

他
の

道

府
県
」

と
い
う

。
）

へ
の
応

援
要
請

を
依
頼
す
る

も
の
と
す

る
。

 

（
４

）
県
及

び
火

葬
場

設
置
市

町
等

は
、
県

内
又

は
近

隣
都
県

内
で

災
害

等
が

発
生

し
た

と
き

は
、

速
や
か

に
広
域

火
葬

の
応
援

体
制
を

整
え
、
積
極

的
に
対
応

す
る

も
の

と
す

る
。
 

（
５

）
県
及

び
火

葬
場

設
置
市

町
等

は
、
厚

生
労

働
省

よ
り
他

の
道

府
県

へ
の

広
域

火
葬

の
応

援
要

請
が
あ

っ
た
と

き
は

、
積
極

的
に
こ

れ
に
対
応
す

る
も
の
と

す
る

。
 

（
６

）
民
間

の
火

葬
場

設
置
者

は
、

前
記
（

４
）

及
び

（
５
）

と
同

様
の

対
応

に
努

め
る

も
の

と
す

る
。
 

４
 
火

葬
場
の
割

振
り
及
び

調
整
 

（
１

）
県
は

、
火

葬
場

設
置
者

、
近

隣
都
県

及
び

他
の

道
府
県

の
広

域
火

葬
の

応
援

承
諾

状
況

を
整

理
し

、
被
災

市
町

村
ご

と
に
火

葬
場

の
割
振

り
を

行
い

、
こ

れ
を

被
災

市
町

村
に

通
知

す
る

と

と
も

に
、
応

援
を

承
諾

し
た
火

葬
場

設
置
者

、
近

隣
都

県
及

び
他

の
道

府
県

に
対

し
応

援
依

頼

の
通
知

を
行
う

も
の

と
す
る

。
 

（
２

）
被
災

市
町

村
は

、
県
の

割
振

り
に
基

づ
き

、
遺

体
安
置

所
及

び
遺

族
が

保
管

し
て

い
る

遺
体

に
つ

い
て
火

葬
場

の
割

振
り
を

行
い

、
応
援

を
承

諾
し

た
火

葬
場

設
置

者
と

火
葬

の
実

施
方

法

等
に
つ

い
て
詳

細
を

調
整
す

る
も
の

と
す
る
。
 

（
３

）
被
災

市
町

村
は

、
災
害

等
の

規
模
、

交
通

規
制

状
況
等

の
非

常
事

態
の

た
め

火
葬

場
が

限
定

さ
れ

て
い
る

こ
と

等
を

遺
族
に

対
し

て
説
明

し
、

当
該

市
町

村
が

遺
体

を
直

接
割

り
振

ら
れ

た

火
葬
場

に
搬
送

す
る

こ
と
に

つ
い
て

同
意
を
得
る

こ
と
に
努

め
る

も
の

と
す

る
。
 

５
 
火

葬
要
員
の

派
遣
要
請

及
び

受
入
 

（
１

）
火
葬

場
設

置
者

は
、
当

該
火

葬
場
の

職
員

が
被

災
し
た

た
め

に
火

葬
場

の
稼

働
が

で
き

な
い

場
合
は

、
県
に

対
し

火
葬
要

員
派
遣

の
手
配
を
要

請
す
る
も

の
と

す
る

。
 

（
２

）
県
は

、
火

葬
場

設
置
者

か
ら

の
要
請

に
基

づ
き

、
他
の

火
葬

場
設

置
者

又
は

近
隣

都
県

に
対

し
、

火
葬
要

員
の

派
遣

に
つ
い

て
依

頼
す
る

と
と

も
に

、
厚

生
労

働
省

に
そ

の
旨

を
報

告
す

る

も
の
と

す
る
。

 

（
３

）
県
は

、
県

内
の

火
葬
場

及
び

近
隣
都

県
だ

け
で

は
火
葬

要
員

の
確

保
が

困
難

で
あ

る
こ

と
が

判
明

し
た
場

合
は

、
厚

生
労
働

省
に

そ
の
旨

を
報

告
し

、
他

の
道

府
県

等
の

応
援

を
依

頼
す

る

も
の
と

す
る
。

 

（
４

）
県
及

び
火

葬
場

設
置
市

町
等

は
、
県

内
又

は
近

隣
都
県

内
で

災
害

等
が

発
生

し
た

と
き

は
、

火
葬

要
員
の

応
援

依
頼

を
踏
ま

え
速

や
か
に

応
援

体
制

を
整

え
、

積
極

的
に

対
応

す
る

も
の

と

す
る
。

 

（
５

）
県
及

び
火

葬
場

設
置
市

町
等

は
、
厚

生
労

働
省

よ
り
他

の
道

府
県

へ
の

火
葬

要
員

の
応

援
要

請
が
あ

っ
た
と

き
は

、
積
極

的
に
こ

れ
に
対
応
す

る
も
の
と

す
る

。
 

（
６

）
民
間

の
火

葬
場

設
置
者

は
、

前
記
（

４
）

及
び

（
５
）

と
同

様
の

対
応

に
努

め
る

も
の

と
す

る
。
 

６
 
遺

体
の
取
扱
い
 

（
１

）
死
者

に
対

す
る

礼
を
失

す
る

こ
と
な

く
、

遺
体

の
適
切

な
取

扱
い

を
す

る
こ

と
を

念
頭

に
行

動
す
る

。
 

（
２

）
被
災

市
町

村
は

、
火
葬

の
実

施
ま
で

に
時

間
を

要
す
る

場
合

に
は

、
遺

体
数

に
応

じ
た

十
分

な
数

の
遺
体

安
置

所
の

確
保
、

遺
体

の
保

存
の
た

め
に

必
要
な

物
資

の
調

達
、

作
業

要
員

の
確

保
な
ど

、
遺
体

の
取

扱
に
係

る
必
要

な
措
置
を
講

ず
る
も
の

と
す

る
。

 

（
３

）
特
に

、
感

染
性

の
遺
体

は
、

遺
体

保
存
剤

（
ド

ラ
イ

ア
イ

ス
）

と
と

も
に

非
透

過
性

納
体

袋

に
納
め

、
速

や
か
な

火
葬
に
つ
い

て
配
慮
す
る
も

の
と
す
る

。
 

（
４

）
県
は

遺
体

の
保

存
の
た

め
に

必
要
な

物
資

の
調

達
及
び

作
業

要
員

の
確

保
に

つ
い

て
、

被
災

市
町
村

よ
り
要

請
が

あ
っ
た

と
き
は

、
こ
れ
に
応

ず
る
も
の

と
す

る
。

 

（
５

）
被
災

市
町

村
は

、
遺
体

を
取

扱
う
場

合
は

、
別

添
「
遺

体
の

取
扱

い
に

対
す

る
心

得
及

び
遺

4 

体
適
正

処
理
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
を

実
施

基
準

と
し
て

行
う

も
の

と
す

る
。

 

７
 

遺
体

等
の

搬
送

手
段

の
確

保
 

 
 

被
災

市
町

村
は

、
火

葬
場

ま
で

の
遺

体
保

存
の

た
め

の
資

器
材

の
搬

入
車

両
及

び
遺

体
を

火
葬

場
ま

で
搬

送
す

る
車

両
は

、
あ

ら
か

じ
め

県
公

安
委

員
会

の
確

認
を

受
け

た
緊

急
通

行
車

両
を

用

い
る

も
の

と
す

る
。
 

 
 

な
お

、
緊

急
通

行
車

両
が

十
分

に
確

保
で

き
な

い
場

合
は

、
関

係
業

者
、

自
衛

隊
等

の
協

力
を

県
に

要
請

す
る

も
の

と
す
る

。
 

８
 

相
談

窓
口

の
設

置
 

 
 

被
災

市
町

村
は

、
広

域
火

葬
を

円
滑

に
実

施
す

る
た

め
に

相
談

窓
口

を
設

置
し

、
広

域
火

葬
に

係
る

情
報

提
供

を
行

う
も
の

と
す

る
。

 

９
 

災
害

以
外

の
事

由
に

よ
る

遺
体

の
火
葬

 

 
 

被
災

市
町

村
は

、
当

該
市

町
村

の
区

域
内

の
自

然
死

病
死

等
、

災
害

等
以

外
の

事
由

に
よ

る
遺

体
の

火
葬

に
つ

い
て

も
広

域
火

葬
の

対
象

と
し

、
相

談
窓

口
に

お
い

て
火

葬
の

申
込

を
受

付
け

る

も
の

と
す

る
。

 

1
0
 

火
葬

に
係

る
特

例
的

取
扱

い
 

（
１

）
市

町
村

及
び

火
葬

場
設

置
者

は
、

被
災

市
町

村
が

迅
速

な
火

葬
許

可
事

務
の

実
施

が
困

難
で

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

場
合

に
は

、
戸

籍
確

認
の

事
後

の
実

施
等

、
実

態
に

応
じ

た
事

務
処

理
を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

（
２

）
県

は
、

市
町

村
等

か
ら

前
記

（
１

）
に

係
る

協
議

が
あ

っ
た

と
き

は
、

直
ち

に
厚

生
労

働
省

に
照

会
し

、
そ

の
結

果
を

市
町

村
等

に
連

絡
す
る

も
の

と
す

る
。

 

1
1
 

火
葬

状
況

の
報

告
 

（
１

）
被

災
市

町
村

は
、

自
ら

設
置

す
る

火
葬

場
に

お
け

る
火

葬
実

績
及

び
近

隣
被

災
市

町
村

か
ら

搬
入

し
た

広
域

火
葬

実
績

を
災

害
等

に
よ

る
遺

体
と

そ
の

他
の

原
因

に
よ

る
遺

体
と

に
区

分
し

て
、

県
に

日
報

と
し

て
報

告
す

る
も

の
と

す
る
。

 

（
２
）
広

域
火

葬
を

行
っ

た
火

葬
場

設
置

市
町

等
（

前
記
（

１
）
の

報
告

を
行

っ
た
市

町
を

除
く

。
）

及
び

民
間

の
火

葬
場

設
置

者
は

、
災

害
等

に
よ

る
遺

体
と

そ
の

他
の

原
因

に
よ

る
遺

体
と

に
区

分
し

て
、

県
に

日
報

と
し

て
報

告
す

る
も

の
と
す

る
。

 

（
３

）
県

は
、

県
内

の
火

葬
場

か
ら

の
日

報
を

と
り

ま
と

め
、

厚
生

労
働

省
に

報
告

す
る

も
の

と
す

る
。

 

1
2
 

引
取

り
者

の
な

い
焼

骨
の

保
管

 

 
 

被
災

市
町

村
は

、
引

取
り

者
の

な
い

焼
骨

に
つ

い
て

は
遺

骨
保

管
所

等
に

保
管

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 
 
附

則
 

 
こ

の
計

画
は

、
平

成
１
０

年
１
２

月
２

４
日
か

ら
適

用
す

る
。

 

 
 
附

則
 

 
こ

の
計

画
は

、
平

成
１
１

年
 
６

月
 

１
日
か

ら
適

用
す

る
。

 

 
 
附

則
 

 
こ

の
計

画
は

、
平

成
１
５

年
 
４

月
 

１
日
か

ら
適

用
す

る
。

 

 
 
附

則
 

 
こ

の
計

画
は

、
平

成
１
７

年
 
４

月
 

１
日
か

ら
適

用
す

る
。

 

 
 
附

則
 

 
こ

の
計

画
は

、
平

成
２
４

年
 
４

月
 

１
日
か

ら
適

用
す

る
。

 

 
 
附

則
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 鶴見区鶴見 2-1-1045-581-6021
 鶴見区仏教会（代表）鶴見区駒岡 3-31-18045-571-1221
 神奈川区神奈川スポーツセンター
 神奈川区三ツ沢上町 11-18
 045-314-2662
 西区平沼記念体育館神奈川区三ツ沢西町３-１045-311-6186
 中区中スポーツセンター中区新山下 3-15-4045-625-0300
 南区南スポーツセンター南区大岡 1-14-1045-743-6341
 港南区港南スポーツセンター港南区日野 1-2-30045-841-1188
 保土ケ谷区保土ケ谷スポーツセンター保土ケ谷区神戸町 129-2045-336-4633
 旭区旭スポーツセンター旭区川島町 1983045-371-6105
 磯子区磯子スポーツセンター磯子区杉田 5-32-25045-771-8118
 金沢区金沢スポーツセンター金沢区長浜 106-8045-785-3000
 港北区港北スポーツセンター港北区大豆戸町 518-1045-544-2636
 緑区緑スポーツセンター緑区中山1-29-7045-932-0733
 青葉区青葉スポーツセンター青葉区市ケ尾町 31-4045-974-4225
 都筑区都筑スポーツセンター都筑区池辺町　2973-1045-941-2997
 戸塚区戸塚スポーツセンター戸塚区上倉田 477045-862-2181
 栄区栄スポーツセンター栄区桂町 279-29045-894-9503
 泉区泉スポーツセンター泉区西が岡 3-11045-813-7461
 瀬谷区瀬谷スポーツセンター瀬谷区南台 2-4-65045-302-3301
 川崎区川崎市スポーツ・文化総合センター川崎区富士見 1-1-4044-222-5211
 幸スポーツセンター幸区戸手本町 1-11-3044-555-3011
 石川記念武道館幸区下平間 357044-544-0493
 中原区とどろきアリーナ中原区等々力 1-3044-798-5000
 高津スポーツセンター高津区二子 3-15-1044-813-6531
 市立高津高等学校体育館高津区久本 3-11-1044-811-2555
 宮前区宮前スポーツセンター宮前区犬蔵 1-10-3044-976-6350
 多摩区多摩スポーツセンター多摩区菅北浦 4-12-5044-946-6030
 麻生区麻生スポーツセンター麻生区上麻生 3-6-1044-951-1234
 南区総合体育館南区麻溝台 2284-1042-748-1781
 北総合体育館緑区下九沢 2368-1042-763-7711
 串川地域センター緑区青山 1012042-784-2604
 千木良公民館緑区千木良 991-1042-684-4349
 総合体育館(メインアリーナ)横須賀市不入斗町 1-2046-826-2800
 西体育館横須賀市長坂 1-2-3046-856-8199
 南体育館横須賀市久里浜 6-14-1046-835-0780
 北体育館横須賀市夏島町 2046-865-9333
 鶴見区
 幸区
 高津区
 資料　４－４－(2)
 多数遺体収容施設一覧表
 令和６年４月１日現在
 （危機管理防災課）　
 川
 　
 崎
 　
 市
 相
 模
 原
 市
 横須賀市
 市町村区
 横
 　
 　
 浜
 　
 　
 市
 緑区
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 収容可能施設の名称所在地施設電話番号
 市町村区
 ひらつかアリーナ平塚市中堂 246-10463-25-0011
 花水公民館（体育館）平塚市桃浜町34-340463-31-3824
 神田公民館（体育館）平塚市田村3-12-50463-55-0239
 金目公民館（体育館）平塚市南金目9660463-58-0101
 金田公民館（体育館）平塚市入野108-10463-31-2136
 旭南公民館（体育館）平塚市山下1096-10463-31-2255
 鎌倉体育館鎌倉市由比ガ浜 2-9-90467-24-3553
 大船体育館鎌倉市台 3-2-50467-47-1862
 奥田公園駐車場藤沢市鵠沼東 5-30466-27-6191
 湘南台駅地下自動車駐車場藤沢市湘南台1-43-130466-43-9253
 秋葉台文化体育館藤沢市遠藤2000-10466-88-1111
 小田原スポーツ会館小田原市南町 1-1-400465-23-2465
 県立西湘高校小田原市酒匂 1-3-10465-47-2171
 県立小田原城北工業高校小田原市栢山 2000465-36-0111
 茅ヶ崎市体育館茅ヶ崎市十間坂 3-6-50467-82-7701
 逗子市立体育館逗子市池子 1-11-1046-870-1296
 三浦市勤労市民センター三浦市天神町4-19046-881-3766
 文化会館秦野市平沢 820463-81-1211
 厚木市斎場厚木市下古沢 548046-281-8595
 大和ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ体育会館第１体育室大和市上草柳 1-1-1046-261-6200
 伊勢原市行政センター 体育館伊勢原市田中 316-10463-94-4711
 海老名運動公園総合体育館海老名市中新田3291-19046-235-7204
 市民体育館座間市相武台 1-47-1046-255-0077
 旧北足柄中学校南足柄市内山 2575－
 市民スポーツセンター綾瀬市深谷上 3-6-10467-76-9292
 被災状況に応じて小中学校体育館の中から指定
 総合体育館メインアリーナ寒川町宮山 2750467-75-1005
 世代交流センター「岩田孝八記念室内競技場」
 大磯町虫窪 ７0463-71-3650
 大磯町保健センター大磯町東小磯 1910463-61-4100
 災害状況に応じて選定する。
 農村環境改善センター中井町比奈窪 560465-81-3907
 生涯学習センター大井町金子 19950465-83-5409
 松田町体育館松田町松田庶子14750465-83-6600
 寄中学校松田町寄 25490465-89-2201
 災害状況に応じて選定する。
 災害状況に応じて選定する。
 森のふれあい館箱根町箱根 381-40460-83-6006
 郷土資料館箱根町湯本 2660460-85-7111
 真鶴聖苑真鶴町真鶴 1916-10465-68-6481
 愛川町農村環境改善センター愛川町田代 1195046-281-2829
 愛川聖苑愛川町棚沢 941-1046-285-9411
 宮ヶ瀬地区住民センター清川村宮ヶ瀬971-53046-288-1242
 柿坂自治会館 
 清川村煤ヶ谷2938-1
 －
 中根自治会館 
 清川村煤ヶ谷1985-1
 046-288-1804
 八幡自治会館 
 清川村煤ヶ谷1785-1
 046-288-2616
 金翅自治会館 
 清川村煤ヶ谷1104-54
 046-288-1243
 舟沢自治会館 
 清川村煤ヶ谷19-1
 046-288-1752
 箱根町
 災害状況に応じて選定する。
 厚木市
 逗子市
 平塚市
 茅ヶ崎市
 真鶴町
 開成町
 南足柄市
 小田原市
 山北町
 大井町
 伊勢原市
 清川村
 鎌倉市
 寒川町
 愛川町
 松田町
 湯河原町
 大和市
 大磯町
 藤沢市
 中井町
 三浦市
 秦野市
 葉山町
 海老名市
 座間市
 二宮町
 綾瀬市
 資料 ４－５－(1) 
 （企業局総務室） 
  
  
 災害時における応急給水及び復旧工事の協力に関する協定書(1) 
  
  
   神奈川県企業庁水道施設地震災害対策計画及び神奈川県企業庁水道施設風水
 害等災害対策計画の定めるところにより、災害時における応急給水及び復旧工事
 の協力について、神奈川県企業庁企業局長（以下「甲」という。）と神奈川県管
 工事業協同組合理事長（以下「乙」という。）とは、次のとおり協定を締結する。 
  
 （目 的） 
 第１条 この協定は、災害時における応急給水及び被害を被った水道施設の復 
 旧工事を円滑に実施することを目的とする。 
  
 （協力要請） 
 第２条 甲は、前条の目的を達成するため、乙に協力を要請し、乙はこれに協力
 するものとする。 
 ２ 甲は、乙に前項の協力を要請するときは、指示書又は電話等により必要な機
 材、工事内容、工事場所等を明示するものとし、乙はこれに基づき、神奈川県
 管工事業協同組合支部長に連絡し、当該支部の組合員に応急給水及び復旧工事
 を行わせるものとする。 
 ３ 乙は、各支部の作業が広域におよび支部をまたがる場合は各支部間の調整を
 行うものとする。 
 ４ 甲は、他事業体から災害時相互応援協定等により応援要請された場合は、乙
 と協議し応援派遣を要請できるものとする。 
   この場合、乙は、甲の要請に基づき各支部に応援派遣を指示するものとする。 
  
 （契  約） 
 第３条 応急復旧工事の実施契約は、後日、応急復旧工事を実施する水道営業所
 長と乙との間で締結するものとする。 
 ２ 甲が、乙に神奈川県外を含む給水区域外の応援派遣を委託する場合において
 は、甲と乙とで、派遣業務に係る契約を締結するものする。 
  
 （連絡窓口） 
 第４条 この協定に関する連絡窓口は、次のとおりとする。 
   
       甲
       
 横浜市中区日本大通１ 
         神奈川県企業庁企業局事業計画部計画課 
        電話 ０４５－２１０－７２５２ 
  
      乙 海老名市中央３－３－１２ 
        神奈川県管工事業協同組合 
            電話 ０４６－２９２－３５５５ 
  
 （協定の適用期間） 
 第５条 この協定の有効期間は、締結の日から平成２４年３月３１日までとする。 
   ただし、有効期間満了３０日前までに、甲又は乙が何らかの意思表示を行わ
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 ないときは、この協定の有効期間を１年間延長するものとし、以後この例によ
 るものとする。 
  
 （協議事項等） 
 第６条 この協定に定めのない事項又はこの協定の内容について疑義等が生じ
 若しくは内容を変更する必要が生じたときは、必要に応じて甲と乙が協議のう
 え、決定するものとする。 
  
 附  則 
  この協定の締結に伴い、平成１４年４月１日づけで締結した、災害時における
 応急給水及び復旧工事の協力に関する協定書は廃止する。 
  この協定の締結を証するため本書２通を作成し、甲乙両者記名押印の上、各自
 その１通を保有するものとする。 
  
       平成２３年４月１日 
  
                         甲 横浜市中区日本大通１ 
                             神奈川県企業庁 
                              企業局長  中 島 英 雄 
  
 乙 海老名市中央３－３－１２ 
                              神奈川県管工事業協同組合 
                                理 事 長  杉 山 万 茂 
 資料 ４－５－(2) 
 （企業局総務室） 
  
 災害時における応急給水及び復旧工事の協力に関する協定書(2) 
  
   神奈川県企業庁災害対策計画、神奈川県企業庁水道施設地震災害対策計画及
 び神奈川県企業庁水道施設風水害等対策計画の定めるところにより、災害時
 における応急給水及び復旧工事の協力について、神奈川県企業庁企業局長（以
 下「甲」という。）と藤沢市管工事業協同組合理事長（以下「乙」という。）
 とは、次のとおり協定を締結する。 
  
 （目 的） 
 第１条 この協定は、災害時における応急給水及び被害を被った水道施設の復 
 旧工事を円滑に実施することを目的とする。 
  
 （協力要請） 
 第２条 甲は、前条の目的を達成するため、乙に協力を要請し、乙はこれに
 協力するものとする。 
 ２ 甲は、乙に前項の協力を要請するときは、指示書又は電話等により必要
 な機材、工事内容、工事場所等を明示するものとし、乙はこれに基づき、
 組合員に応急給水及び復旧工事を行わせるものとする。 
 ３ 甲は、他事業体から災害時相互応援協定等により応援要請された場合は、
 乙と協議し応援派遣を要請できるものとする。 
  
 （契  約） 
 第３条 応急復旧工事の実施契約は、後日、応急復旧工事を実施する水道営
 業所長と乙との間で締結するものとする。 
 ２ 甲は、乙に神奈川県外を含む給水区域外の応援派遣を委託する場合にお
 いては、甲と乙とで、派遣業務に係る契約を締結するものする。 
  
 （連絡窓口） 
 第４条 この協定に関する連絡窓口は、次のとおりとする。 
      甲 横浜市中区日本大通１ 
        神奈川県企業庁企業局水道部計画課 
       電話  ０４５－２１０－７２５２ 
  
     乙 藤沢市鵠沼石上２－５－７ 
       藤沢市管工事業協同組合 
           電話 ０４６６－２７－１６１１ 
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 （協定の適用期間） 
 第５条 この協定の有効期間は、締結の日から平成２５年３月３１日までと 
 する。 
  ただし、有効期間満了３０日前までに、甲又は乙が何らかの意思表示を行
 わないときは、この協定の有効期間を１年間延長するものとし、以後この例
 によるものとする。 
  
 （協議事項等） 
 第６条 この協定に定めのない事項又はこの協定の内容について疑義等が生
 じ若しくは内容を変更する必要が生じたときは、必要に応じて甲と乙が協議
 のうえ、決定するものとする。 
  
 附 則 
 (適 用) 
 １ この協定は、平成２４年４月１日から適用する。 
  
  
  この協定の締結を証するため本書２通を作成し、甲乙両者記名押印の上、
 各自その１通を保有するものとする。 
  
            平成２４年４月１日 
  
                            甲 横浜市中区日本大通１ 
                                神奈川県企業庁 
                                企業局長 北 村  明 
  
                 乙 藤沢市鵠沼石上２－５－７ 
                                藤沢市管工事業協同組合 
                    理事長  相 原 厚 志 
 資料 ４－５－(3) 
 （農政課）
  
  
 応急物資の取扱いに関する協定書
  
  
  
     （以下「甲」という。）と神奈川県知事     （以下「乙」という。）
 は、災害時において災害救助法が発動された場合、甲が乙に直接売却する応急物
 資（   ）の売買について次の条項を協定する。
  
  
 第１条 甲は、乙から応急物資の買受け要請があった場合は、その数量等を協議
 し売買契契約（以下「契約」という。）を締結のうえ現品を引渡すものとする。
  
  
 第２条 前条における取引価格は、甲と乙が協議し決定するものとし、原則とし
 て災害発生直前の適正な価格を算出基礎とする。
  
  
 第３条 売買代金の納付については、すみやかに行なうものとする。
  
  
 第４条 甲は乙に毎年７月31日現在の物資の在庫量等を別紙様式により報告す
 るものとする。
  
  
 第５条 この協定の実施について疑義が生じた場合は、その都度、甲および乙が
 誠意ある協議を行なうものとする。
  
  
 第６条 この協定の有効期間は、平成 年 月 日からとし、甲、乙、何れかの
 申し出がない場合は、継続するものとする。
  
  
  この協定の証として本書２通を作成し、甲、乙、それぞれ１通を所持するもの
 とする。
  
  
  
  年 月 日
  
  
                     甲 Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ
  
  
                             
  
  乙 神奈川県知事 
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 資料 ４－５－(4) 
 （危機管理防災課） 
  
 九都県市災害時相互応援等に関する協定 
  
 制  定 平成２２年４月１日 
 一部改正 平成２６年２月13日 
 一部改正 令和２年９月３０日 
  
  
  首都圏を構成する埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、横浜市、川崎市、千葉市、さ
 いたま市及び相模原市（以下「九都県市」という。）は、九都県市域内において災害等が
 発生し被災都県市だけでは十分な応急措置ができない場合及び九都県市域外において災
 害等が発生し応援の必要がある場合において、九都県市の相互連携と協力の下、被災し
 た自治体の応急対策及び復旧対策を応援するため、次のとおり協定を締結する。 
  
 （災害等の定義） 
 第１条 この協定における「災害等」とは、次に掲げるものをいう。 
 (1) 災害対策基本法（昭和３６年法律第２２３号）第２条第１号に規定する災害 
 (2) 不法行為に起因する大規模被害その他九都県市が必要と認める事象 
  
 （応援の種類） 
 第２条 応援の種類は、次のとおりとする。 
 (1) 物資等の提供及びあっせん並びに人員の派遣 
 ア 食料、飲料水、生活必需物資及びその供給に必要な資器材の提供及びあっせん 
 イ 被災者の救援・救助、医療、防疫、施設の応急復旧等に必要な資器材及び物資
 の提供及びあっせん 
 ウ 情報収集及び救援・救助活動に必要な車両、ヘリコプター、舟艇等の提供及び
 あっせん 
 エ 救助、応急復旧等に必要な人員の派遣 
 (2) 医療機関への被災傷病者等の受入れ及びあっせん 
 (3) 被災者を一時的に受け入れるための施設の提供及びあっせん 
 (4) 被災児童・生徒の教育機関への受入れ及びあっせん 
 (5) 救援物資等の荷さばき場、仮設住宅用地、火葬場及びごみ、し尿等の処理施設の
 提供及びあっせん 
 (6) 避難場所等の相互使用、緊急輸送路の共同啓開その他の都県市境付近における必
 要な措置 
 (7) 前各号に定めるもののほか、特に必要と認められる事項 
  
 （連絡員の派遣） 
  
 第３条 災害が発生し、被災都県市からの連絡員の派遣の求めがあったとき、又は他の
 都県市が必要があると認めたときは、他の都県市は被災都県市に対して連絡員を派遣
 し、被災地の情報収集を行うものとする。 
  
  （応援調整都県市の設置） 
 第４条 九都県市は、被災都県市への効率的な応援を実施するため、その調整を行う応
 援調整都県市をあらかじめ定める。この場合において、設置に関して必要な事項は、
 別に定める実施細目による。 
 ２ 被災都県市と応援都県市との連絡調整は、原則として、前項に規定する応援調整都
 県市を経由して行う。 
  
 （現地連絡本部の設置） 
 第５条 前条第１項に規定する応援調整都県市は、被災都県市の情報を収集するために、
 現地連絡本部を設置することができる。 
  
 （応援の要請及び実施） 
 第６条 被災都県市からの応援の要請に基づき、他の都県市が応援するに当たって必要
 な事項は、別に実施細目により定める。 
  
 （応援の自主出動） 
 第７条 災害等の発生により、被災都県市との連絡に著しい支障が発生している場合で、
 第３条の規定による連絡員が収集した情報等から緊急に応援出動をすることが必要で
 あると認められるときは、他の都県市は、自主的な判断に基づき必要な応援を行う。 
 ２ 前項に規定する自主的な判断に基づく出動（以下「自主出動」という。）をした都県
 市は、応援内容等を被災都県市に速やかに連絡する。 
 ３ 自主出動した都県市は、相互に協力して災害に係る情報を収集し、その情報を被災
 都県市に提供する。 
  
 （応援経費の負担） 
 第８条 応援に要した経費は、原則として、第６条の規定による応援の要請をした都県
 市の負担とする。 
 ２ 前項の規定にかかわらず、第３条の規定による連絡員の派遣に要した経費は、派遣
 を行った都県市が負担するものとする。 
 ３ 第７条第１項の規定による応援に要した経費及び前２項によりがたい場合の経費の
 負担については、九都県市で別途協議する。 
  
 （平常時からの取組） 
 第９条 九都県市は、災害等の発生時における相互応援を円滑に行うため、平常時から
 連携して、次に掲げる取組を推進する。 
 (1) 応援受入体制の整備 
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 他の都県市からの応援物資及び派遣人員を受け入れるための場所又は施設を定め
 る。 
 (2) 通信体制の整備 
 複数の通信体制を整備することにより、共通の連絡手段を確保するように努める。 
  
 (3) 情報の共有 
 協定に基づく応援が円滑に行われるよう必要な情報を共有し、連携して対策を強
 化する。 
 (4) 訓練の実施 
 この協定の実効性を確保するために、相互に協力して必要な訓練を実施する。 
 (5) その他 
 前各号に定めるもののほか、特に必要と認められる事項 
  
 （九都県市域外への応援） 
 第10条 九都県市域外において大規模な災害等が発生し、甚大な被害が想定される場合
 は、九都県市の相互連携と協力の下、被災した自治体への応援を行う。 
 ２ 前項に規定する応援の内容等については、第２条から第８条までの規定に準じて、
 被災した自治体の状況、要請等を考慮し、九都県市が協議して定める。 
  
 （協定に関する協議） 
 第11条 この協定に関し必要な事項は、九都県市防災・危機管理対策委員会において協
 議する。 
  
 （その他） 
 第12条 この協定に定めのない事項は、九都県市が協議して定める。 
  
    附 則 
 （実施期日） 
  この協定は、平成２２年４月１日から実施する。 
  
    附 則（平成２６年２月１３日一部改正） 
 （実施期日） 
  この協定は、平成２６年２月１３日から実施する。 
  
    附 則（令和２年９月３０日一部改正） 
 （実施期日） 
  この協定は、令和２年９月３０日から実施する。 
  
  この協定の締結を証するため、本協定書９通を作成し、各都県市は記名押印の上、各
 １通を保有する。 
  
  
  
 令和２年９月３０日 
  
 埼玉県知事   大 野 元 裕 
  
  
  
 千葉県知事   森 田 健 作 
  
  
  
 東京都知事   小 池 百 合 子 
  
  
  
 神奈川県知事  黒 岩 祐 治 
  
  
  
 横浜市長    林   文 子 
  
  
  
 川崎市長    福 田 紀 彦  
  
  
  
 千葉市長    熊 谷 俊 人 
  
  
  
 さいたま市長  清 水 勇 人 
  
  
  
 相模原市長   本 村 賢 太 郎 
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